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松
本
会
長

令和８年度第１回都道府県医師会長会議
介護保険施設等を取り巻く
                         厳しい状況の改善に努める

会
議
は
渡
辺
弘
司
常
任
理

事
の
司
会
に
よ
り
開
会
。
当

日
は
冒
頭
、
去
る
８
月
25
日

に
逝
去
し
た
羽
生
田
俊
元
厚

生
労
働
副
大
臣
／
元
日
本
医

師
会
副
会
長
に
感
謝
と
哀
悼

の
意
を
表
す
た
め
、
松
本
吉

郎
会
長
の
発
声
に
よ
り
、
参

加
者
全
員
で
黙も

く

と

う祷
を
捧
げ

た
。そ

の
後
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
松
本
会
長
は
、
令
和
８
年

熊
本
地
震
や
各
地
で
豪
雨
等

の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
お
見
舞
い
の
言

葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
被

静
岡
県
、
京
都
府
、
徳
島
県
、

高
知
県
、
大
分
県
）
に
よ
る

討
議
が
行
わ
れ
た
。
同
会
長

は
新
潟
県
医
師
会
と
し
て
、

（
１
）
医
療
・
介
護
連
携
の

実
質
評
価
、
（
２
）
有
料
老

人
ホ
ー
ム
等
の
登
録
制
導
入

に
お
け
る
医
療
機
関
選
択
の

自
由
の
確
保
、
（
３
）
介
護

保
険
施
設
の
報
酬
底
上
げ

─
の
重
視
を
要
望
し
た
。

青
森
県
医
師
会
は
、
豪
雪

及
び
人
口
減
少
と
い
う
地
域

特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、（
１
）

介
護
報
酬
本
体
を
含
め
た
安

定
し
た
賃
上
げ
財
源
の
確

保
、
（
２
）
医
療
と
介
護
で

処
遇
改
善
の
仕
組
み
が
異
な

る
た
め
に
生
じ
る
不
合
理
な

差
を
避
け
る
た
め
の
制
度
設

計
、
（
３
）
住
宅
型
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
生
活
支

援
の
評
価

─
な
ど
を
求
め

た
い
と
し
た
。

東
京
都
医
師
会
は
、
都
内

に
お
い
て
は
単
身
や
高
齢
夫

婦
の
み
の
世
帯
及
び
認
知
症

高
齢
者
の
増
加
と
、
家
庭
介

護
力
の
低
下
に
よ
り
、
「
在

宅
医
療
・
介
護
で
支
え
る
」

こ
と
が
困
難
に
な
る
と
の
認

識
を
示
し
た
上
で
、
高
齢
者

施
設
を
含
め
た
「
高
齢
者
の

生
活
の
場
」
全
体
の
量
的
・

機
能
的
充
実
が
不
可
欠
と
な

る
と
指
摘
。
ま
た
、
大
都
市

部
に
お
け
る
高
額
な
賃
料
、

土
地
・
建
物
費
、
人
材
紹
介

手
数
料
等
を
加
味
し
た
別
枠

支
援
等
の
必
要
性
を
訴
え

た
。静

岡
県
医
師
会
は
、（
１
）

認
知
症
対
応
・
看
取
り
・
Ａ

Ｃ
Ｐ
の
普
及
と
推
進
の
た
め

の
、
医
療
と
介
護
の
連
携
強

化
と
連
携
の
評
価
体
系
の
見

直
し
、
（
２
）
施
設
入
所
に

伴
う
、
か
か
り
つ
け
医
変
更

の
問
題
、
（
３
）
介
護
保
険

制
度
維
持
の
た
め
の
財
源
規

模
や
確
保

─
な
ど
の
課
題

が
あ
る
と
指
摘
。
日
本
医
師

会
に
対
し
、
次
回
改
定
に
向

け
て
都
道
府
県
医
師
会
の
意

見
を
吸
い
上
げ
、
関
係
会
議

で
主
張
す
る
よ
う
求
め
た
。

京
都
府
医
師
会
は
、
特
に

人
材
確
保
の
問
題
に
つ
い
て

言
及
。
厚
生
労
働
省
の
試
算

で
は
、
２
０
４
０
年
度
に
は

約
２
７
２
万
人
の
介
護
職
員

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

近
年
は
採
用
率
の
低
下
が
続

い
て
い
る
上
に
、
一
般
職
と

の
賃
金
格
差
も
依
然
と
し
て

大
き
い
こ
と
を
問
題
視
。
ま

た
、
介
護
支
援
専
門
員
の
減

少
及
び
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
る
た
め
に
、
介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
く
な

る
こ
と
へ
の
懸
念
を
示
し

た
。徳

島
県
医
師
会
は
、
事
業

所
存
続
に
つ
な
が
る
経
営
改

善
、
職
員
の
雇
用
継
続
実
現

に
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
本
体
へ

の
報
酬
ア
ッ
プ
が
不
可
欠
と

の
認
識
を
示
し
た
他
、
県
内

に
山
間
過
疎
地
域
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
遠
隔

地
加
算
や
過
疎
加
算
を
創
設

す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。

ま
た
、
介
護
老
人
保
健
施

設
に
お
い
て
入
所
者
が
常
時

服
用
す
る
内
服
薬
を
、
包
括

払
い
か
ら
出
来
高
払
い
と
す

る
こ
と
を
要
望
し
た
。

高
知
県
医
師
会
は
、
こ
こ

数
年
間
で
、
利
用
者
の
減
少

に
よ
る
老
健
の
閉
鎖
が
起
き

て
お
り
、
特
に
、
高
齢
者
の

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
中

山
間
地
域
で
そ
の
傾
向
が
顕

著
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
報

告
。
こ
の
ま
ま
で
は
県
全
体

の
在
宅
療
養
の
継
続
が
困
難

に
な
る
と
し
、
過
疎
が
進
む

道
府
県
に
お
い
て
施
設
等
の

経
営
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

が
急
務
と
の
認
識
を
示
し

た
。大

分
県
医
師
会
は
、
他
の

医
師
会
の
問
題
提
起
や
要
望

に
対
し
て
賛
意
を
示
し
つ

つ
、
地
域
の
特
性
や
現
場
で

働
く
人
材
同
士
の
「
顔
の
見

え
る
関
係
」
に
基
づ
い
た
、

確
実
に
機
能
す
る
連
携
が
重

要
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、「
医

師
会
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
で
あ
る
介
護
保
険
施
設
等

が
制
度
の
ゆ
が
み
や
適
正
化

の
名
の
下
に
淘と

う

た汰
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
し

た
。各

医
師
会
の
質
疑
の
後
、

全
体
討
議
に
お
い
て
は
、
介

護
保
険
に
お
け
る
食
費
に
つ

い
て
、
基
準
費
用
額
は
１
日

当
た
り
１
５
４
５
円
だ
が
、

実
費
は
そ
れ
以
上
掛
か
っ
て

い
る
こ
と
へ
の
問
題
提
起
等

が
な
さ
れ
た
。

日
本
医
師
会
執
行
部
か

ら
の
答
弁

都
道
府
県
医
師
会
か
ら
事

前
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
質
問

に
対
し
て
は
、
佐
原
博
之
常

任
理
事
が
（
１
）
介
護
事
業

の
経
営
と
処
遇
改
善
、（
２
）

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
（
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
類
型
の
創
設
等
）
、
（
３
）

施
設
サ
ー
ビ
ス
、
（
４
）
高

齢
者
施
設
等
と
医
療
機
関
の

連
携
、
（
５
）
有
料
老
人
ホ

ー
ム
の
登
録
制
等
の
見
直

し
、
（
６
）
そ
の
他

─
の

６
項
目
に
整
理
し
た
上
で
、

回
答
を
行
っ
た
。

（
１
）
で
は
、
介
護
保
険

施
設
・
事
業
所
の
経
営
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
特
に
訪
問
系
を

中
心
に
収
支
差
率
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
。
「
令

和
９
年
度
改
定
で
は
基
本
報

酬
の
十
分
な
引
き
上
げ
と
、

区
分
支
給
限
度
基
準
額
の
一

体
的
な
検
討
、
加
算
の
簡
素

化
等
が
必
要
だ
」
と
す
る
と

と
も
に
、
安
定
し
た
賃
上
げ

の
た
め
に
は
毎
年
の
物
価
・

賃
金
を
反
映
す
る
仕
組
み
も

必
要
で
は
な
い
か
と
の
認
識

を
示
し
た
。

（
２
）
で
は
、
２
０
４
０

年
に
向
け
、
中
山
間
・
人
口

減
少
地
域
に
対
す
る
「
特
定

地
域
サ
ー
ビ
ス
」
「
特
定
地

域
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
」

が
創
設
さ
れ
、
令
和
９
年
４

月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
紹

介
。
（
３
）
で
は
、
配
置
医

師
緊
急
対
応
加
算
の
要
件
や

高
額
薬
剤
の
負
担
等
に
つ
い

て
、
適
宜
見
直
し
を
求
め
て

い
く
と
し
た
。

（
４
）
で
は
、
協
力
医
療

機
関
の
３
要
件
等
に
係
る
経

過
措
置
が
令
和
９
年
３
月
末

に
終
了
す
る
こ
と
を
説
明
し

た
他
、
「
医
療
介
護
連
携
の

　令和8年度第1回都道府県医師会長会議が9月15日、日本医師会館大講堂で開催
され、「令和9年度介護報酬改定について」をテーマに、改定に向けた課題などに関
して活発な討議が行われた。
　その他、当日は日本医師会から、かかりつけ医機能報告制度の主旨の周知並びに
「第32回日本医学会総会2027」への参加の呼び掛けについて協力依頼を行った。

災
地
支
援
に
尽
力
し
て
い
る

全
国
の
先
生
方
に
感
謝
の
意

を
示
し
、
日
本
医
師
会
と
し

て
、
被
災
地
域
の
医
療
提
供

体
制
の
復
興
に
向
け
、
息
の

長
い
支
援
に
努
め
て
い
く
と

し
た
。

そ
の
上
で
、
今
回
の
会
長

会
議
に
つ
い
て
は
、
六
つ
に

分
け
た
都
道
府
県
医
師
会
グ

ル
ー
プ
の
う
ち
、
Ａ
グ
ル
ー

プ
に
「
令
和
９
年
度
介
護
報

酬
改
定
」
に
つ
い
て
議
論
を

進
め
て
も
ら
う
と
説
明
。「
介

護
保
険
施
設
を
取
り
巻
く
状

況
は
厳
し
く
、
地
域
の
医

療
・
介
護
提
供
体
制
を
維
持

す
る
た
め
に
対
応
す
べ
き
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。
そ
の

改
善
を
図
る
べ
く
、
こ
れ
か

ら
本
格
化
す
る
介
護
報
酬
改

定
の
議
論
に
臨
む
に
当
た

り
、
本
日
は
忌き

た

ん憚
の
な
い
意

見
を
寄
せ
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
た
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る 

討
議
及
び
全
体
討
議

引
き
続
き
、
堂
前
洋
一
郎

新
潟
県
医
師
会
長
が
進
行
役

を
務
め
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
（
青

森
県
、
東
京
都
、
新
潟
県
、

御　礼

　令和8年熊本地震に対する日本医師会災害医療チーム（JMAT）
の活動は9月30日をもちまして、終了となりました。
　今回のJMAT活動は、全国の都道府県医師会
のご協力の下、延べ539チーム、約2,028名規模
の支援を実施することができました。ご協力い
ただきました全ての皆様方に厚く御礼申し上げ
ます。
　日本医師会は今回の経験も踏まえながら、引
き続き、災害医療体制の強化に努めて参ります。

（
２
面
に
続
く
）
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質
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
連
携
そ
の
も
の
だ
け
で

は
な
く
、
実
績
を
評
価
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
る
」
と
の

指
摘
に
対
し
て
、
理
解
を
示

し
た
。

（
５
）
で
は
、
中
重
度
の

要
介
護
者
を
受
け
入
れ
る
有

料
老
人
ホ
ー
ム
に
登
録
制
が

導
入
さ
れ
、
囲
い
込
み
へ
の

対
策
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
の

他
、
新
た
に
「
登
録
施
設
介

護
（
予
防
）
支
援
」
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
等
を
紹
介
。

（
６
）
で
は
、
介
護
保
険

制
度
の
財
源
に
つ
い
て
、
根

本
的
な
在
り
方
の
議
論
が
必

要
と
の
考
え
を
明
示
。
最
後

に
「
経
営
安
定
化
と
人
材
確

保
が
最
優
先
」
と
し
た
上
で
、

都
道
府
県
医
師
会
及
び
現
場

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

を
求
め
て
い
く
意
向
を
示
し

た
。

報
告最

初
に
、
今
村
英
仁
常
任

理
事
か
ら
、
令
和
９
年
４
月

23
日
（
金
）
か
ら
開
催
さ
れ

る
「
第
32
回
日
本
医
学
会
総

会
２
０
２
７
」
の
概
要
説
明

と
と
も
に
、
参
加
の
呼
び
掛

け
に
対
す
る
協
力
依
頼
等
が

行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
城
守
国
斗
副
会

長
か
ら
は
、
今
年
１
月
よ
り

報
告
が
開
始
さ
れ
た
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度
」

の
報
告
状
況
等
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
た
。

城
守
副
会
長
は
都
道
府
県

医
師
会
に
対
し
、
管
下
医
師

会
へ
「
か
か
り
つ
け
医
機
能

報
告
制
度
」
の
主
旨
に
つ
い

■■■■■■■■

令
和
８
年
熊
本
地
震
に

 

対
す
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
を
終
了

─
総
計
５
３
９
チ
ー
ム
を
派
遣
─

9
月
30
日

松
本
吉
郎
会
長
と
藤
原
慶

正
常
任
理
事
は
令
和
８
年
熊

本
地
震
に
対
す
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ

ー
ム
）
の
活
動
に
つ
い
て
、

９
月
30
日
を
も
っ
て
活
動
を

終
了
す
る
こ
と
と
し
た
旨

と
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過

を
報
告
し
た
。

松
本
会
長
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

活
動
経
過
に
つ
い
て
、
地
震

発
生
当
日
の
７
月
28
日
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
翌

29
日
に
は
先
遣
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が

現
地
に
入
っ
て
医
療
支
援
の

ニ
ー
ズ
を
評
価
し
た
結
果
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

熊
本
県
庁
に
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整

本
部
を
、
八
代
市
・
宇
城
市

に
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
地
域
本
部

を
立
ち
上
げ
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

活
動
を
開
始
し
た
こ
と
を
振

り
返
っ
た
。

ま
た
、
当
初
は
九
州
医
師

会
連
合
会
の
協
定
を
踏
ま

え
、
九
州
地
区
の
各
県
医
師

会
か
ら
の
チ
ー
ム
派
遣
を
想

定
し
て
い
た
も
の
の
、
状
況

を
鑑
み
て
31
日
に
全
国
か
ら

の
派
遣
に
切
り
替
え
た
こ
と

を
説
明
し
た
。

都
道
府
県
医
の
協
力
・
統

括
機
能
の
強
化
に
よ
り
派

遣
チ
ー
ム
の
調
整
が
可
能

に
そ
の
上
で
、
松
本
会
長
は

「
地
震
発
生
か
ら
５
日
も
経

た
な
い
う
ち
に
こ
う
し
た
決

断
と
実
行
が
で
き
た
の
は
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の

教
訓
を
踏
ま
え
た
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
統
括
機
能
の
強
化
策
と
と

も
に
、
各
都
道
府
県
医
師
会

を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
」
と

謝
辞
を
述
べ
た
。

加
え
て
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ

る
給
水
支
援
や
「
は
く
お
う

Ⅱ
」
で
の
初
め
て
の
船
舶
医

療
の
実
施
の
他
、
「
被
災
地

の
医
療
機
関
に
ど
う
引
き
継

い
で
い
く
か
」
と
い
う
こ
と

を
大
前
提
に
、
支
援
ニ
ー
ズ

の
見
極
め
や
チ
ー
ム
の
配
置

調
整
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

た
こ
と
を
報
告
し
た
。

さ
ら
に
、
今
回
の
震
災
に

先
立
ち
、
松
本
会
長
は
担
当

役
員
に
対
し
て
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
統
括
機
能
の
強
化
」
「
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
や
日
本
赤
十
字
社
と

の
連
携
強
化
」
を
指
示
し
て

い
た
こ
と
を
説
明
。
統
括
機

能
の
強
化
を
中
心
と
し
た
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
要
綱
の
改
正
後
、
初

の
本
格
的
な
災
害
と
な
っ
た

今
回
、
本
部
統
括
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

に
よ
る
早
期
の
調
整
本
部
の

設
置
や
統
括
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ

る
チ
ー
ム
の
配
置
調
整
に
よ

り
、
総
計
５
３
９
チ
ー
ム
の

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
評
価
。
「
需
要

に
応
じ
て
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
数
を

調
整
し
な
が
ら
、
被
災
地
か

ら
『
も
う
大
丈
夫
』
と
言
わ

れ
る
ま
で
派
遣
を
続
け
て
い

く
方
針
を
実
践
で
き
た
と
考

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
日
赤
と
の
連

携
に
関
し
て
は
、
今
回
、
県

庁
や
地
域
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整

本
部
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

と
一
緒
に
診
療
所
の
被
災
状

況
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た

他
、
日
赤
の
医
療
救
護
班
と

共
に
避
難
所
を
巡
回
す
る
な

ど
、
共
同
活
動
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

派
遣
体
制
の
強
化
に
向
け

研
修
や
訓
練
の
充
実
に
努

め
るま

た
、
今
回
の
活
動
で
特

に
重
視
し
た
点
と
し
て
、
長

期
・
継
続
的
な
派
遣
体
制
の

構
築
を
挙
げ
、
（
１
）
一
つ

の
医
師
会
で
チ
ー
ム
を
派
遣

し
続
け
る
場
合
、
（
２
）
複

数
の
医
師
会
で
分
担
し
合
っ

て
派
遣
す
る
場
合
、
（
３
）

医
師
会
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
に
よ

る
場
合

─
の
３
通
り
の
派

遣
方
法
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

を
説
明
。
東
北
地
方
を
例
に

挙
げ
、
単
独
で
は
継
続
的
な

派
遣
が
難
し
い
医
師
会
で
あ

っ
て
も
、
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
東
北
」

と
い
う
ま
と
ま
り
で
、
各
県

医
師
会
が
交
代
し
な
が
ら
チ

ー
ム
を
派
遣
し
て
く
れ
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。

こ
う
し
た
派
遣
方
法
を
受

け
て
、
奈
良
県
医
師
会
が
記

者
会
見
に
て
「
災
害
発
生
時

に
継
続
的
で
切
れ
目
な
く
チ

ー
ム
を
派
遣
で
き
る
よ
う
、

平
時
か
ら
の
体
制
の
整
備
が

重
要
。
近
畿
医
師
会
連
合
で

『
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
近
畿
』
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
こ
と

を
提
案
し
、協
議
し
て
い
る
」

旨
の
説
明
を
し
た
こ
と
に
言

及
。南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
非
常
に
規
模
が
大
き
い
災

害
に
お
い
て
は
、
全
国
か
ら

長
期
間
に
わ
た
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

派
遣
が
必
要
に
な
る
と
指
摘

し
、
「
各
医
師
会
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
で
派
遣
体
制
が
強
化
さ

れ
る
よ
う
、
日
本
医
師
会
と

し
て
も
研
修
や
訓
練
の
充
実

を
推
進
し
て
い
く
」
と
強
調

し
た
。

松
本
会
長
は
、
日
本
医
師

会
の
災
害
医
療
活
動
の
最
終

目
標
に
つ
い
て
「
被
災
地
に

地
域
医
療
を
取
り
戻
す
こ
と

で
あ
る
」
と
改
め
て
主
張
。

そ
の
思
い
の
下
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

活
動
と
並
行
し
て
、
関
係
者

と
頻
回
に
連
絡
を
取
り
合
う

と
と
も
に
、
被
災
地
を
２
度

に
わ
た
っ
て
訪
問
し
、
熊
本

県
医
師
会
や
地
元
医
師
会
の

先
生
方
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
、

木
村
敬
熊
本
県
知
事
や
現
地

に
派
遣
さ
れ
た
厚
生
労
働
省

職
員
と
も
協
議
を
行
っ
て
き

た
と
説
明
。
ま
た
、
高
市
早

苗
内
閣
総
理
大
臣
や
上
野
賢

一
郎
厚
労
大
臣
に
対
し
て

も
、
地
域
の
医
療
機
関
の
た

め
、
必
要
不
可
欠
な
水
の
確

保
を
働
き
掛
け
る
と
と
も

に
、
木
原
稔
官
房
長
官
、
上

野
厚
労
大
臣
に
は
、
被
災
し

た
医
療
機
関
の
復
旧
の
た
め

の
要
望
活
動
も
実
施
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
松
本
会
長
は
、
普

段
か
ら
大
規
模
災
害
な
ど
の

有
事
に
対
応
で
き
る
強

き
ょ
う
じ
ん靭

さ

＝
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
も
っ
た

医
療
提
供
体
制
の
構
築
が
重

要
と
の
考
え
か
ら
、
７
月
31

日
に
上
野
厚
労
大
臣
に
来
年

度
の
予
算
要
望
書
を
直
接
提

出
し
た
こ
と
に
も
触
れ
、「
今

後
も
、
そ
う
し
た
医
療
提
供

体
制
が
各
地
域
で
構
築
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

「
は
く
お
う
Ⅱ
」
で
の
活

動
は
大
き
な
実
績

続
い
て
、
日
本
医
師
会
の

救
急
災
害
医
療
の
担
当
で
あ

り
、
今
回
の
地
震
で
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
本
部
長
を
務
め
た
藤
原
常

任
理
事
が
、
被
災
地
に
お
け

る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
経
過
を

改
め
て
説
明
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
チ
ー
ム

数
に
関
し
て
は
「
お
盆
の
時

期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の

後
は
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
確

認
し
な
が
ら
、
活
動
の
終
了

に
向
け
て
徐
々
に
派
遣
数
を

慎
重
に
調
整
し
て
き
た
」
と

振
り
返
っ
た
。

都
道
府
県
別
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
派
遣
チ
ー
ム
の
内
訳
も
紹

介
。
被
災
地
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
未

登
録
分
が
若
干
あ
る
も
の

の
、
現
時
点
に
お
い
て
把
握

で
き
て
い
る
派
遣
チ
ー
ム
の

総
数
は
５
３
９
チ
ー
ム
に
及

ぶ
と
し
、
「
こ
の
う
ち
熊
本

県
医
師
会
に
よ
る
チ
ー
ム
が

お
よ
そ
半
数
を
占
め
、
熊
本

て
改
め
て
の
説
明
を
求
め
る

と
と
も
に
、
次
回
報
告
（
令

和
９
年
１
～
３
月
）
に
お
い

て
は
、
全
て
の
医
療
機
関
に

「
１
号
機
能
有
り
」
と
し
て

報
告
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

た
。最

後
に
総
括
し
た
松
本
会

長
は
、
活
発
な
議
論
に
対
し

謝
意
を
示
し
た
上
で
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付
の
見

直
し
な
ど
、
昨
今
、
自
己
負

担
の
み
を
引
き
上
げ
る
方
策

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言

及
。
「
今
回
の
介
護
報
酬
改

定
で
も
利
用
者
負
担
増
ば
か

り
を
求
め
る
方
向
性
が
色
濃

く
出
て
き
て
い
る
が
、
そ
う

い
っ
た
方
向
性
だ
け
で
終
わ

ら
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述

べ
、
会
議
は
終
了
と
な
っ
た
。

な
お
、
当
日
は
水
足
秀
一

郎
熊
本
県
医
師
会
長
か
ら
令

和
８
年
熊
本
地
震
に
対
す
る

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
等
に
つ
い
て

改
め
て
感
謝
の
意
が
示
さ
れ

た
。

県
医
師
会
を
含
む
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
で
全
体
の
４
分
の
３
以

上
の
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
い

た
だ
い
た
」
と
述
べ
た
。

船
舶
に
お
け
る
医
療
活
用

と
し
て
初
事
例
と
な
っ
た

「
は
く
お
う
Ⅱ
」
に
お
け
る

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に
関
し
て

は
、八
代
港
へ
の
入
港
以
来
、

熊
本
県
医
師
会
の
職
員
が
船

内
に
常
駐
し
、
熊
本
の
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
が
船
内
に
入
り
、
８
月

５
日
か
ら
９
月
９
日
ま
で
の

間
に
派
遣
し
た
チ
ー
ム
は
延

べ
27
隊
、
隊
員
数
は
延
べ
１

０
１
名
に
上
っ
た
こ
と
を
報

告
。そ

の
上
で
、
船
内
で
診
察

し
た
患
者
数
は
決
し
て
多
く

な
か
っ
た
も
の
の
、
最
長
３

日
で
入
れ
替
わ
る
乗
船
者
に

対
し
て
、
感
染
症
対
策
を
含

む
健
康
管
理
を
担
っ
た
こ
と

に
触
れ
、
「
傷
病
者
に
対
し

て
は
地
元
の
医
師
に
よ
る
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ら
で
は
の
手
厚
い

対
応
で
、
陸
上
の
医
療
機
関

と
つ
な
ぎ
、
避
難
者
の
安

心
・
安
全
を
支
え
た
こ
と
は

大
き
な
実
績
だ
。
水
足
秀
一

郎
熊
本
県
医
師
会
長
や
西
文

明
八
代
市
医
師
会
長
、
両
医

師
会
の
事
務
職
員
の
お
力
添

え
や
活
躍
が
な
け
れ
ば
、
こ

れ
ほ
ど
の
実
績
は
積
め
な
か

っ
た
と
思
う
」
と
し
た
。

ま
た
、
同
常
任
理
事
は
自

身
が
６
回
に
わ
た
っ
て
被
災

地
に
入
っ
た
こ
と
を
振
り
返

り
、
「
初
回
は
発
災
か
ら
３

日
後
の
こ
と
で
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

本
部
長
と
し
て
ど
う
行
動
す

る
べ
き
か
、
現
地
で
見
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
と
の
思
い

で
現
地
に
入
っ
た
が
、
被
災

地
が
混
乱
す
る
中
で
も
、
水

足
熊
本
県
医
師
会
長
を
始
め

と
し
た
熊
本
県
医
師
会
が
冷

静
に
対
応
し
て
い
る
点
が
印

象
的
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。ま

た
、
「
熊
本
県
庁
で
は

防
災
セ
ン
タ
ー
内
に
指
揮
系

統
が
確
立
し
つ
つ
あ
り
、
政

府
の
現
地
対
策
本
部
に
は
津

島
淳
内
閣
府
副
大
臣
（
当
時
）

が
常
駐
さ
れ
て
い
て
、
各
省

も
同
じ
フ
ロ
ア
に
出
先
を
構

え
て
お
り
、
国
と
し
て
被
災

地
を
支
援
す
る
強
い
姿
勢
を

感
じ
た
」
と
述
べ
た
。

活
動
理
念
に
沿
っ
て
組
織

立
っ
た
支
援
を
実
施

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
情
報
を
速
や

か
に
、
確
実
に
本
部
に
届
け

る
こ
と
は
、
被
災
者
の
支
援

に
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
、
日
本
医
師
会
と
し
て
熊

本
県
医
師
会
と
熊
本
県
及
び

国
と
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
う
よ
う
心
掛
け
た
と
し

た
。ま

た
、
活
動
期
間
中
は
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
理
念
に
沿
っ

た
支
援
を
組
織
立
っ
て
行
う

こ
と
が
で
き
た
と
の
認
識
を

示
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
今
後
改
め
て
振

り
返
り
、
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
つ
つ
、
（
１
）
毎

日
開
催
し
た
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
熊
本

県
医
師
会
や
現
地
で
活
動
し

て
い
る
統
括
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
報

告
を
、
全
国
の
都
道
府
県
医

師
会
と
日
々
共
有
で
き
た
こ

と
、
（
２
）
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
ラ
イ
ン
を
組
ん
で
派
遣
調

整
を
行
っ
た
こ
と

─
が
挙

げ
ら
れ
る
と
し
た
。

無
床
診
療
所
の
被
災
状
況

の
把
握
が
課
題

今
回
の
活
動
か
ら
見
え
た

課
題
に
関
し
て
は
、
病
院
や

有
床
診
療
所
は
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
に

よ
り
被
災
状
況
を
把
握
し
や

す
い
一
方
で
、
無
床
診
療
所

は
被
災
状
況
の
把
握
が
難
し

く
、
情
報
収
集
の
た
め
の
支

援
者
の
負
担
も
大
き
い
こ
と

か
ら
、
「
今
後
、
無
床
診
療

所
の
情
報
を
収
集
す
る
仕
組

み
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題

だ
」
と
訴
え
た
。

最
後
に
、
藤
原
常
任
理
事

は
、
今
後
に
つ
い
て
、
都
道

府
県
医
師
会
と
共
に
、
今
回

の
活
動
を
振
り
返
る
機
会
を

設
け
る
意
向
を
示
す
と
と
も

に
、
今
期
の
日
本
医
師
会
救

急
災
害
医
療
対
策
委
員
会
に

お
い
て
も
今
回
の
活
動
を
検

証
し
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
や
訓

練
に
生
か
し
て
い
く
方
針
を

示
し
た
。

お知らせ

　定例記者会見の資料は日本医師
会ホームページに掲載しています
ので、ぜひ、ご活用ください。 会見資料は

こちら

（
１
面
よ
り
）
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国の審議会の議論の中で、日本医師会はどのような主張を
してきたのですか？

A 「新たな仕組み」に関しては、中医協、社会保障審議会医療
保険部会で議論が行われてきました。

その中では、同一のOTC類似薬であっても、病名により「新た
な仕組み」の対象となる場合とならない場合があることなどを挙げ
て、非常に分かりにくい取り扱いとなることを指摘するとともに、
これらの複雑な仕組みを診察の度に判断し、対応しなければならな
いことは日常診療に大きな支障を及ぼすことから、医師及び医療機
関の窓口業務の負担増が少しでも軽減されるような対応を求めてき
ました。
また、紙カルテで診療している医療機関（現在、一般診療所の

45％、一般病院の35％）ではこれらの判断は極めて困難となるこ
とから、その導入時期について、例えば経過措置を設ける等、柔軟
な対応が必要であることも指摘しました。
さらに、具体的な症例として、小児のみならず、成人のアトピー

性皮膚炎の患者さんの中にはステロイド外用薬を通年、長期使用す
ることで症状をコントロールし、日常生活を送られている方々が一
定程度おられることも説明。これらの長期療養を余儀なくされる患
者さんに対する配慮も求めました。
その他、運用開始に向けては処方医や医療機関の事務負担がより

少なくなるよう、簡略なチェックリストを作成することや、電子カ
ルテやレセコンのベンダに対して必要な情報を迅速に提供すること
で負担軽減を図るばかりではなく、その際のシステム改修費用に対
する特段の配慮も強く求めてきました。
また、各医療機関の診察から処方までの体制も様々であることを

説明し、あらゆるパターンについて、制度開始前に試験運用と検証
を行い、現場での問題点等を抽出し、制度の本施行までにできる限
り問題点を解消することなども、強く要請してきました。

医療機関の負担軽減策として、国は現在どのようなことを
考えているのですか？

A 日本医師会などからの要望に応じて、厚労省では、医療機関
の負担が過度にならないよう環境整備に努めるとしています。

例えば、紙カルテを使用する医療機関に対しては、診察時に「処
方する医薬品が対象成分に該当するのか」「患者・療養者が追加負
担を求めない要件に該当するのか」といったことが確認できる簡易
なチェックシートを作成するとしています。
また、処方箋

せん

やレセプトの記載方法は既に通知で示されています
し、医療機関・医師による判断のばらつきが出ないよう、疑義解釈
を出すとしている他、患者への説明資料なども今後作成されること
になっています。
さらに、電子カルテやレセコンのベンダなどに対しても、「対象

医薬品に関する薬剤コード」「医療用医薬品とOTC薬の効能・効果
が対応しない疾病名の一覧」など、改修につながる情報を速やかに
公表するとしています。
その他、追加負担を求めない指定難病患者さんの確認方法につい

ても軽減策を講じることが決まっています。

今後の日本医師会の対応などについて教えてください。

A 日本医師会といたしましては、患者さんに適切な処方を行う
ことができること、そして、医師並びに医療機関が過度な業

務負担を強いられることがないようにすることが大変重要であると
考えています。
そのため、来年3月の運用開始に向けて、引き続き、厚労省に万

全の対応を取るよう強く求めて参ります。
また、これまで国の審議会でも繰り返し主張してきたように、国

民の皆さんにも更なる負担を強いることになりますので、混乱が生
じることのないよう、丁寧かつ分かりやすい周知・広報や相談窓口
の設置などを強く求めていきたいと考えています。
なお、「新たな仕組み」の詳細につきましては、今

後通知等でお知らせするとともに、日本医師会ホーム
ページのメンバーズルームでも紹介して参りますの
で、厚労省のホームページ等と併せてぜひご覧くださ
い。

これまでの経緯について教えてください。

A OTC類似薬の保険給付の在り方の見直しに関しては当初、
全てのOTC類似薬を保険給付の対象外とするとの案が示さ

れていました。
日本医師会では定例記者会見などを通じて、この案に強く反対す
る意向を示すとともに、その問題点などを指摘したショート動画を
３本制作。公式YouTubeチャンネルに掲載するなど、国民の理解
を得るための活動も行ってきました。
日本医師会が反対した理由としては、主に（1）患者・家族の経
済的な負担の問題、（2）アクセス等の問題、（3）医学的な見地か
らの問題─の3点が挙げられます。
まず、（1）に関しては、①医療用医薬品であれば1～ 3割の負担
ですが、一般用医薬品ではその10～ 30倍の価格になるものもあり、
その全てが患者さんの自己負担になってしまう②難病患者や心身障
害者、小児の医療費で特に影響が大きく、全てのOTC類似薬を保
険適用から除外してしまえば、医療費助成の対象外となってしまう
など、病気で苦しむ方々や経済的弱者の負担が極めて重くなってし
まう─ことを、繰り返し説明しました。
また、（2）に関しては、「地方やへき地等では市販薬に簡単にア
クセスできない地域もあり、そのような地域の患者さんは医療機関
にアクセスできたとしても、薬の入手が困難になってしまう」「院
内での処置等に用いる薬剤の他、薬剤の処方、また在宅医療におけ
る必要な薬剤使用にも影響が出る」ことなどを指摘しました。
さらに、（3）に関しては、「重篤な疾患の早期発見・早期治療の
機会を失うことによって健康被害が生じるなどのリスクがある」「患
者さんが何の薬を使われているのか、医療機関で把握できなくなる」
などの問題も危惧されることを説明してきました。
その結果、これらの主張が理解され、最終的には昨年末の財務大
臣と厚生労働大臣との合意によって、今回、OTC類似薬の保険給
付の在り方の見直し（OTC類似薬の一部保険外療養）として、「新
たな仕組み」が導入されることが決まりました。

「新たな仕組み」とは具体的にどんな仕組みなのですか？

A OTC類似薬のうちの一部について、薬剤費の4分の1（25％）
を特別の料金として患者さんに自己負担（1～ 3割）とは別

に負担してもらうという仕組み（下図）となっており、その実施は
来年3月からとな
ります。本年5月
29日に成立した
「健康保険法等の
一部を改正する法
律」にもこの仕組
みが明記されてい
ます。
その目的として
は、「医療用医薬
品の給付を受ける患者さんとOTC医薬品で対応している患者さん
との公平性を確保する」「現役世代を中心とする保険料負担上昇を
抑制する」ことが挙げられています。
対象医薬品は、OTC医薬品と成分・投与経路が同一で、1日最大
用量が異ならない医療用医薬品77成分（1,042品目）となっており、
抗アレルギー薬、鎮痛消炎剤、胃腸薬、去痰薬、皮膚保湿剤等が含
まれています。
ただし、対象医薬品であったとしても、対象医薬品の長期使用等
が医療上必要と医師が判断した場合や、子ども、がん患者や難病患
者など配慮が必要な慢性疾患を抱えている方、低所得者、入院患者
などは適用除外となります。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

厚労省
ホームページ

詳しく知ろう！

OTC類似薬の
  保険給付の在り方の見直し

円滑な実施に向けた国の取組

引き続き必要な医療を確保する観点から、以下に該当する場合は、
別途の負担の対象外とする。

ＯＴＣ医薬品では対応できない効能・効果の場合

別途の負担を求めない者・療養に該当する場合

蕁麻疹、皮膚疾患（湿疹・皮膚炎、皮膚そう痒症、アトピー性皮膚炎）に伴うそ
う痒の場合は、ＯＴＣ医薬品にない効能効果のため別途の負担の対象外

OTC類似薬の保険給付の見直しの実施について（医療保険部会とりまとめ）

医療保険制度の持続可能性を確保する観点から、 OTC医薬品と成分、投与経路が同一で、一日最大用量が異ならない医療用医薬品

（ＯＴＣ類似薬）を使用する場合には、原則として別途の負担（薬剤費の４分の１）を求める「一部保険外療養」を令和９年３月から実施する。

患者が対象となるＯＴＣ類似薬を使用する場合は、別途の負担として
薬剤費の４分の１を求める。

対象医薬品は、 OTC医薬品と成分、投与経路が同一で、一日最大用
量が異ならない医療用医薬品77成分1042品目（抗アレルギー薬、
鎮痛消炎剤、胃腸薬、去痰薬、皮膚保湿剤等）

OTC医薬品の効能・効果医療用医薬品の効能・効果具体例

花粉、ハウスダスト（室内塵）などに
よる次のような鼻のアレルギー症状
の緩和：くしゃみ、鼻水、鼻づまり

アレルギー性鼻炎、蕁麻疹、皮膚疾
患（湿疹・皮膚炎、皮膚そう痒症、ア
トピー性皮膚炎）に伴うそう痒

フェキソフェナ
ジン塩酸塩(抗
アレルギー薬）

・18歳に達する日以後最初の3月31日までのこども

・生活保護受給者が医療扶助を受ける場合

・がん又はがんに関連する治療（関連のない症状は負担対象）

・指定難病又は指定難病に関連する治療（関連のない症状は負担対象）

・国の公費負担医療における使用(公費負担医療でない場合は負担対象）

・入院中（退院時処方を含む）の使用

・処置、手術、検査に伴う14日分までの使用

・年間を通じた対象医薬品の長期使用等が医療上必要である場合

内服薬：５０週（１年）を超える場合（少なくとも半年の使用実績があり、今後も年間を通じた
処方の必要があると医師が判断した場合を含む。）は別途の負担の対象外

外用薬：内服薬と同様に年間を通じた使用があり、長期使用にエビデンスがある場合（アト
ピー性皮膚炎への皮膚保湿剤、プロアクティブ療法としてのステロイド外用薬等）を
除き負担対象

※ 重度の変形性膝関節症への湿布、アトピー性皮膚炎以外への皮膚保湿剤等の使用は、重
症患者への長期使用の実態を踏まえ、令和10年度末までの経過措置として別途の負担
の対象外とする。診療ガイドラインのエビデンスの状況等を踏まえ、必要な見直しを行う。

・OTC医薬品の添付文書に「服用しないこと」と記載されている「妊婦」、「妊娠してい
る可能性がある女性」、「授乳婦」に類似薬を処方する場合（例：イトプリド）

制度の仕組み

1～3割

別
途
�
負
担

薬剤費の４分の１

技術料 ＯＴＣ類似薬

7～9割

患者の保険内自己負担

保険外併用療養費として
保険給付

別途の負担の対象外となる場合

長期使用の基準や指定難病患者等の確認方法等の別途の負担の対象
外となる場合の考え方について整理の上、公表する。

別途の負担の対象か否かの判断等の医療現場の実務負担が軽減され
るよう、対象医薬品の一覧や、効能・効果が対応しない傷病名の一覧
などの、電子カルテ・レセコンベンダーの必要なシステム改修に資する
情報の公開を行う。

医療現場や国民・患者が混乱しないよう、広報資材の作成・公表など丁
寧な周知を行う。

本制度の導入によって、受療行動にどのような影響を与えたか、処方
シフトの状況を含め、施行後に検証を行い必要な見直しを行う。

（参考）
OTC医薬品

見直し後見直し前負担のイメージ

約500円70円50円
解熱鎮痛薬
（5日分）

約1,500円70円50円去痰薬（5日分）

約2,000円550円360円
便秘薬
（30日分）

約1,000円790円540円
抗アレルギー薬
（30日分）

※ OTC医薬品と医療用医薬品の同一性の判断は、メーカー単位ではなく成分単位で比較している。

※ 3割負担の場合。別途初診料や調剤基本料などの技術料等が生じる。
※ 薬価は同一成分で最も使用されている品目の薬価を使用
※ OTC医薬品は、確認できた範囲におけるネット上での最安の額を記載

技術料 OTC類似薬

7～ 9割

1～ 3割

保険外併用療養費として
保険給付

患者の保険内自己負担

別
途
の
負
担

薬剤費の4分の1
図　新たな仕組みについて

（厚労省ホームページより抜粋）
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日医かかりつけ医機能研修制度  令和8年度応用研修会（第1回）

かかりつけ医機能の更なる充実・向上を目指して
                                                        開催

日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能

研
修
制
度　

令
和
８
年
度
応

用
研
修
会
（
第
１
回
）
が
９

月
13
日
、
日
本
医
師
会
館
大

講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日

は
32
都
道
府
県
医
師
会
の
受

講
会
場
へ
の
同
時
中
継
も
合

わ
せ
、
約
２
５
４
０
名
が
受

講
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
本
研
修
制
度

が
平
成
28
年
４
月
に
開
始
さ

れ
て
以
来
、
昨
年
度
ま
で
の

修
了
者
が
延
べ
１
万
７
２
１

４
名
、
応
用
研
修
会
の
受
講

者
が
延
べ
８
万
３
５
２
名
と

な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
全
国

の
医
師
に
よ
る
継
続
し
た
取

り
組
み
に
敬
意
を
表
し
た
。

そ
の
上
で
、
実
臨
床
に
資
す

る
最
新
の
知
見
を
学
ぶ
機
会

を
提
供
し
、
「
地
域
を
面
と

し
て
支
え
る
か
か
り
つ
け
医

機
能
」
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
に
引
き
続
き
尽
力
し
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。

続
い
て
、
６
題
の
講
義
が

行
わ
れ
た
。

竹内学長

講
義
１
「
関
節
リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
の
臨
床
」
で
は
、

竹
内
勤
埼
玉
医
科
大
学
長

が
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
と
そ
の
類
縁
疾
患
の
特
徴

と
薬
物
治
療
に
つ
い
て
、
診

断
や
治
療
の
要
点
を
解
説
し

た
。膠

原
病
は
非
感
染
性
・
非

腫
瘍
性
の
全
身
性
炎
症
性
疾

患
で
あ
り
、
診
断
に
当
た
っ

て
は
症
状
や
臓
器
障
害
パ
タ

ー
ン
と
、
自
己
抗
体
及
び
炎

症
反
応
と
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
総
合
的
に
判
断
す
る
と

説
明
。
そ
の
際
に
、
自
己
抗

体
検
査
の
中
心
と
な
る
抗
核

抗
体
検
査
は
健
常
者
で
も
陽

性
と
な
る
た
め
、
抗
体
の
力

価
と
染
色
パ
タ
ー
ン
、
症
状
、

検
査
を
順
番
に
進
め
て
判
断

大串院長

講
義
３
「
在
宅
を
支
え
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
～
日

常
診
療
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
～
」で
は
、

大
串
幹
兵
庫
県
立
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
中
央
病
院
長

が
、
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
機
能
回
復

だ
け
で
な
く
、
社
会
参
加
を

支
え
る
取
り
組
み
で
も
あ
る

と
説
明
。
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
通
院
困
難
な

人
の
自
宅
で
生
活
動
作
の
改

善
、
廃
用
症
候
群
の
予
防
、

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
へ
の

助
言
、
家
族
指
導
等
を
行
い
、

実
生
活
に
即
し
た
支
援
が
で

き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と

す
る
一
方
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

は
、
医
療
機
関
や
介
護
老
人

保
健
施
設
等
で
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
社
会
的

孤
立
の
解
消
や
介
護
者
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
し

た
。か

か
り
つ
け
医
の
役
割
と

し
て
は
、
体
重
・
食
欲
・
歩

行
速
度
・
活
動
量
等
の
変
化

か
ら
生
活
機
能
の
低
下
に
早

く
気
付
き
、
医
学
的
リ
ス
ク

を
評
価
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
や
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
等
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
あ

る
と
指
摘
。
ま
た
、
低
栄
養

は
筋
力
低
下
を
招
く
た
め
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
必
須

ア
ミ
ノ
酸
の
摂
取
を
組
み
合

わ
せ
る
な
ど
、
リ
ハ
・
栄
養

す
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
に
お
い
て
関
節
リ
ウ
マ
チ

の
患
者
数
が
最
も
多
く
、
有

病
者
全
体
に
占
め
る
割
合
や

発
症
年
齢
共
に
高
齢
化
し
て

い
る
と
説
明
。
発
症
年
齢
が

高
齢
化
す
る
と
自
己
抗
体
の

陽
性
率
が
下
が
る
こ
と
か
ら

診
断
が
難
し
く
、
リ
ウ
マ
チ

因
子
や
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
が
陰

性
で
あ
っ
た
と
し
て
も
関
節

リ
ウ
マ
チ
を
疑
う
よ
う
注
意

を
促
し
た
。

診
察
は
、
第
２
関
節
を
縦

と
横
か
ら
触
診
し
、
痛
み
の

あ
る
指
の
付
け
根
の
関
節
を

横
と
上
か
ら
押
し
て
痛
み
の

あ
る
関
節
の
腫
れ
を
見
極
め

る
と
説
明
。
「
水
枕
の
よ
う

に
柔
ら
か
な
腫
れ
で
あ
れ
ば

滑
膜
に
炎
症
が
あ
る
と
し
て

関
節
リ
ウ
マ
チ
を
疑
い
、
特

徴
的
な
関
節
の
骨
び
ら
ん
が

あ
る
か
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
チ

ェ
ッ
ク
す
る
」
「
骨
が
盛
り

上
が
っ
た
よ
う
に
硬
い
腫
れ

で
あ
れ
ば
変
形
性
関
節
症
を

疑
う
」
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と

指
摘
。

治
療
で
は
、
か
か
り
つ
け

医
に
よ
る
診
断
か
ら
早
期
に

メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト
の
使
用

を
開
始
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
臓
器
障
害
を
認
め
る
場

合
は
速
や
か
に
、
ま
た
、
治

療
開
始
か
ら
６
カ
月
で
寛
解

ま
た
は
低
疾
患
活
動
性
に
達

し
な
い
場
合
は
専
門
医
に
相

談
す
る
よ
う
求
め
た
。

弓野理事長

講
義
２
「
慢
性
心
不
全
の

診
断
と
治
療
～
地
域
か
か
り

つ
け
医
の
視
点
か
ら
～
」
で

は
、
弓
野
大
医
療
法
人
社
団

ゆ
み
の
理
事
長
が
、
高
齢
者

の
慢
性
心
不
全
に
つ
い
て
非

典
型
的
な
症
状
や
併
存
疾
患

が
多
い
た
め
、
食
欲
・
意
欲
、

血
圧
、
体
重
の
低
下
と
い
っ

た
低
心
拍
出
の
兆
候
に
も
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
と
説

明
。

Ｂ
Ｎ
Ｐ
ま
た
はNT-

proBNP

に
関
し
て
は
、
年
齢

や
腎
機
能
の
影
響
と
患
者
ご

と
の
推
移
を
踏
ま
え
て
評
価

し
、
心
不
全
が
疑
わ
れ
る
場

合
に
は
心
エ
コ
ー
検
査
ま
た

は
専
門
医
へ
の
紹
介
を
求
め

た
。薬

物
治
療
に
つ
い
て
は
、

左
室
駆
出
率
が
低
下
し
た
心

不
全
（
Ｈ
Ｆ
ｒ
Ｅ
Ｆ
）
と
左

室
駆
出
率
が
保
た
れ
た
心
不

全
（
Ｈ
Ｆ
ｐ
Ｅ
Ｆ
）
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対
す
る
基
本
薬
を
紹

介
。
利
尿
薬
を
使
用
す
る
際

に
は
見
た
目
の
浮
腫
だ
け
に

と
ら
わ
れ
て
そ
の
量
を
増
や

す
の
で
は
な
く
、
生
活
上
の

支
障
も
確
認
し
て
調
整
す
る

よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
地
域
で
の
連
携
と

し
て
、
病
院
が
初
期
診
断
・

治
療
、
か
か
り
つ
け
医
が
退

院
後
の
管
理
と
増
悪
予
防
を

担
う
こ
と
に
な
る
が
、
年
１

回
程
度
、
専
門
医
療
機
関
で

心
エ
コ
ー
等
の
専
門
的
な
検

査
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と

や
、
治
療
の
見
直
し
に
つ
い

て
話
し
合
う
こ
と
も
必
要
に

な
る
と
強
調
し
た
。

管
理
・
口
腔
管
理
を
一
体
的

に
支
援
す
る
必
要
性
を
強
調

し
た
。

さ
ら
に
、
フ
レ
イ
ル
や
廃

用
症
候
群
は
早
期
の
発
見
と

介
入
で
改
善
が
期
待
で
き
る

と
し
、
そ
の
予
防
に
は
自
ら

体
を
動
か
す
訓
練
を
少
量
・

頻
回
で
行
う
こ
と
が
重
要
だ

と
す
る
と
と
も
に
、
廃
用
状

態
の
回
復
に
は
不
活
動
期
間

の
お
よ
そ
３
倍
の
時
間
が
掛

か
る
が
、
「
決
し
て
諦
め
な

い
こ
と
が
大
切
」と
訴
え
た
。

山中代表理事

講
義
４
「
当
事
者
か
ら
学

ぶ
『
新
し
い
認
知
症
観
』」

で
は
、
山
中
し
の
ぶ
日
本
認

知
症
本
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
代
表
理
事
が
「
よ
り
よ

く
生
き
る
日
々
を
と
も
に
つ

く
る
」
と
題
し
て
講
演
。
自

身
が
２
０
１
９
年
に
若
年
性

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

と
診
断
さ
れ
た
際
、
「
な
っ

た
ら
お
し
ま
い
」
と
い
う
古

い
認
知
症
観
か
ら
落
ち
込

み
、
２
年
近
く
引
き
こ
も
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
今
を

前
向
き
に
生
き
る
先
輩
当
事

者
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ

て
絶
望
か
ら
立
ち
直
れ
た
こ

と
を
述
懐
し
た
。

そ
の
後
は
地
域
で
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
活
動
を
展
開
し
つ

つ
、
２
０
２
２
年
に
法
人
を

設
立
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

立
ち
上
げ
、
２
０
２
６
年
10

月
か
ら
は
訪
問
看
護
も
開
始

予
定
で
あ
る
他
、
専
門
職
・

行
政
・
地
域
住
民
と
も
協
力

し
て
、
認
知
症
の
診
断
を
受

け
た
後
に
絶
望
せ
ず
に
、
自

分
な
り
に
よ
り
よ
い
日
々
を

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
ま
と
め
た
『
本
人
に
と

っ
て
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
ガ

イ
ド
（
本
人
ガ
イ
ド
）』
を

作
成
し
た
こ
と
を
報
告
。

２
０
２
４
年
に
は
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
の
診
断
も
受

け
た
こ
と
に
も
言
及
し
、
医

療
職
に
は
、
「
認
知
症
に
な

っ
て
か
ら
で
も
で
き
る
こ

と
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
、

地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
「
新
し
い
認
知

症
観
」
へ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
求
め
る
と
と
も
に
、

「
認
知
症
本
人
の
可
能
性
を

信
じ
て
、
患
者
に
希
望
を
も

た
ら
す
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

山崎理事長

続
い
て
、
山
崎
英
樹
医
療

法
人
社
団
清
山
会
い
ず
み
の

杜
診
療
所
理
事
長
が
「
そ
の

人
《
に
》
／《
と
》、
な
に
が

で
き
る
か
」と
題
し
て
講
演
。

「
そ
の
人
に
な
に
が
で
き
る

か
」
で
は
、
当
事
者
不
在
の

ま
ま
治
療
や
ケ
ア
の
在
り
方

が
語
ら
れ
る
が
、
「
そ
の
人

と
な
に
が
で
き
る
か
」
に
発

想
を
転
換
す
る
こ
と
で
、
当

事
者
と
の
対
話
や
交
流
に
よ

り
合
理
的
配
慮
が
生
ま
れ
る

と
し
た
。

そ
の
上
で
、
認
知
症
観
は

言
葉
に
現
れ
る
と
し
て
、
医

療
ス
テ
ィ
グ
マ
や
幼
児
扱
い

し
た
よ
う
な
話
し
方
、
本
人

で
は
な
く
家
族
に
様
子
を
聞

く
な
ど
何
気
な
く
行
わ
れ
る

偏
見
や
差
別
に
注
意
を

11月1日は
「いい医療の日」

　11月1日は日本医師会の設立記念
日であるとともに、「いい医療の日」
でもあります。
　この日をきっかけとし
て、ご自身はもちろん、
周囲の人達の健康につい
ても考えてみましょう！

詳しくは
こちら

←

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 
03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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促
し
、
本
人
に
向
か
っ

て
話
し
、
本
人
と
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
強

調
。
そ
れ
は
認
知
症
を
専
門

と
し
な
い
か
か
り
つ
け
医
で

あ
っ
て
も
で
き
る
こ
と
で
あ

り
、
本
人
が
精
査
や
治
療
を

望
む
時
は
早
め
に
専
門
医
へ

つ
な
ぐ
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

さ
ら
に
、
本
人
に
認
知
症

の
仲
間
に
会
え
る
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
の
場
を
伝
え
る
だ
け
で

な
く
、
医
師
自
身
も
そ
こ
に

足
を
運
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
し
、
「
医
師
の
認
知
症

観
が
変
わ
る
場
所
は
診
察
室

で
は
な
く
、
当
事
者
と
出
会

う
場
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。原田センター長

講
義
５
「
医
療
現
場
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
の
活
用
の
実
際
～

遠
隔
医
療
を
ど
う
組
み
合
わ

せ
る
の
か
～
」
で
は
、
原
田

昌
範
山
口
県
立
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
き
地
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
長
が
、
県
土
の
約
６

割
が
「
医
療
的
へ
き
地
」
と

さ
れ
、
21
の
有
人
離
島
が
あ

る
山
口
県
で
の
取
り
組
み
を

報
告
。
へ
き
地
医
療
を
継
続

的
に
確
保
す
る
た
め
、
２
０

１
８
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

が
制
度
化
さ
れ
た
当
初
か
ら

導
入
し
、
コ
ロ
ナ
禍
も
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
説

明
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
看
護
師
と

連
携
し
た
「D 

to 
P 

with 

N

」
が
有
効
で
あ
る
と
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
組
み
合

わ
せ
た
こ
と
で
看
取
り
も
可

能
と
な
り
、
最
期
ま
で
自
宅

で
生
活
し
た
い
と
い
う
患
者

の
思
い
に
寄
り
添
う
こ
と
が

で
き
た
ケ
ー
ス
を
紹
介
。
さ

ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に

よ
っ
て
、
へ
き
地
診
療
所
で

孤
独
を
感
じ
て
い
た
看
護
師

が
前
向
き
に
な
る
効
果
も
見

ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
専
門

医
や
指
導
医
が
若
手
医
師
を

遠
隔
支
援
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
っ
た
と
し
た
。

こ
の
他
、
無
医
地
区
へ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
巡
回
診
療
や
、

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み

合
わ
せ
た
医
師
派
遣
な
ど
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
医
師
の

働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る
ば

か
り
で
な
く
、
薬
剤
師
が
い

な
い
島
に
お
け
る
、
郵
便
局

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
服

薬
指
導
で
は
タ
ス
ク
シ
フ
ト

が
実
現
し
た
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
原
田
セ
ン
タ

ー
長
は
、
遠
隔
医
療
は
あ
く

ま
で
も
手
段
で
あ
り
、
目
指

す
ゴ
ー
ル
は
持
続
可
能
な
地

域
包
括
ケ
ア
で
あ
る
こ
と
を

強
調
。
「
普
段
か
ら
多
職
種

で
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報

共
有
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で

あ
り
、
そ
れ
が
有
事
に
備
え

る
こ
と
に
も
な
る
」
と
力
説

し
た
。

髙添理事長・院長

講
義
６
「
症
例
検
討
～
が

ん
／
非
が
ん
の
緩
和
ケ
ア

～
」
で
は
、

添
明
日
香
あ

す
か
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事

長
・
院
長
が
、
ま
ず
「
が
ん

の
緩
和
ケ
ア
」
に
つ
い
て
講

演
。か

か
り
つ
け
医
が
が
ん
の

緩
和
ケ
ア
を
行
う
た
め
に

は
、
（
１
）
予
後
を
予
測
し

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
る
、

（
２
）
患
者
・
家
族
と
一
緒

に
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
目
標
を

考
え
る
、
（
３
）
が
ん
の
痛

み
や
そ
の
他
の
苦
痛
症
状
を

十
分
緩
和
す
る
、
（
４
）
患

者
の
生
活
や
生
き
が
い
に
配

慮
す
る
、
（
５
）
多
職
種
で

ケ
ア
に
関
わ
る
、
（
６
）
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
を
心
掛
け
る

─
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

し
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
当

て
は
め
な
が
ら
説
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
「
患
者
さ
ん

が
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
、

か
か
り
つ
け
医
は
病
前
か
ら

の
意
向
や
暮
ら
し
方
を
知
る

重
要
な
存
在
と
な
る
。
専
門

医
任
せ
に
せ
ず
、
患
者
さ
ん

の
今
後
の
治
療
に
向
け
た
意

思
決
定
支
援
を
行
っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
、
患
者
の
揺
れ

る
気
持
ち
や
不
安
に
寄
り
添

い
続
け
る
こ
と
を
求
め
た
。迫村院長

続
い
て
迫
村
泰
成
牛
込
台

さ
こ
む
ら
内
科
院
長
が
、「
非

が
ん
の
緩
和
ケ
ア
」
に
つ
い

て
「
慢
性
心
不
全
高
齢
者
を

連
携
し
て
支
え
る
」
と
題
し

て
講
演
。
緩
和
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
患
者
の
３
分
の
２
は

非
が
ん
疾
患
（
心
不
全
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
、
認
知
症
な
ど
）
で

あ
る
と
し
て
、
慢
性
心
不
全

の
高
齢
者
を
連
携
し
て
支
え

た
事
例
を
紹
介
し
た
。

心
不
全
は
具
合
が
悪
く
な

っ
て
も
積
極
的
治
療
に
よ
っ

て
回
復
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
予
後
予
測
は

が
ん
よ
り
も
難
し
く
、
ど
こ

か
ら
終
末
期
と
す
る
か
は
経

験
の
あ
る
循
環
器
内
科
医
で

も
迷
う
」
と
す
る
一
方
、
重

症
で
な
く
と
も
心
室
性
不
整

脈
な
ど
で
突
然
死
す
る
リ
ス

ク
が
あ
る
た
め
、
心
疾
患
に

よ
る
入
退
院
を
繰
り
返
す
時

期

が

Ａ

Ｃ

Ｐ
（Advance 

Care 
Planning

）
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
な
る
と
指
摘
。

心
不
全
患
者
に
お
け
る
在

宅
で
の
オ
ピ
オ
イ
ド
使
用
に

つ
い
て
は
、
「
心
臓
疾
患
の

適
応
症
と
し
て
保
険
適
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
コ

デ
イ
ン
リ
ン
酸
塩
と
モ
ル
ヒ

ネ
の
み
。
非
が
ん
疾
患
・
心

不
全
に
お
け
る
標
準
的
な
使

用
法
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お

ら
ず
、
が
ん
患
者
の
投
与
量

の
半
分
か
ら
４
分
の
１
程
度

で
の
使
用
が
考
え
ら
れ
る

が
、
高
齢
者
は
個
々
の
状
態

に
も
よ
る
」
と
説
明
。

そ
の
上
で
、
迫
村
院
長
は

「
在
宅
医
療
に
お
い
て
看
取

り
は
敗
北
で
は
な
く
、
充
実

し
た
看
取
り
が
で
き
た
際
に

は
深
い
満
足
感
、
納
得
感
が

ご
家
族
と
医
療
・
介
護
チ
ー

ム
に
訪
れ
る
」
と
述
べ
、
本

人
の
意
向
を
尊
重
し
た
Ａ
Ｃ

Ｐ
を
共
有
し
、
病
院
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
チ
ー
ム
で

関
わ
る
重
要
性
を
訴
え
た
。

◆
主
催
：
日
本
医
師
会
、
こ

ど
も
家
庭
庁

◆
日
時
：
12
月
５
日
（
土
）

午
後
１
～
４
時

◆
会
場
：
日
本
医
師
会
館
大

講
堂

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
必
要
事

項
を
入
力
し
て
申
し
込
み
願

い
ま
す
。

申し込みは 
こちら

◆
申
込
締
切
：
11
月
20
日

（
金
）。
た
だ
し
、
定
員
（
３

０
０
名
）に
な
り
次
第
締
切
。

◆
参
加
者
：
（
１
）
各
都
道

府
県
医
師
会
代
表
者
（
１

名
）、（
２
）
医
師
会
会
員
で

母
体
保
護
法
に
関
係
す
る
医

師
、
（
３
）
日
本
産
婦
人
科

医
会
会
員

※
（
１
）
～
（
３
）
に
該
当
し

な
い
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「『
変
わ
る
医
療
と
変
わ
ら
な

い
使
命
』
～
母
体
を
守
る
、

令
和
８
年
度
家
族
計
画
・

母
体
保
護
法
指
導
者
講
習
会

そ
の
原
点
へ
～
」

（
１
）
経
口
妊
娠
中
絶
薬
に

つ
い
て

①
「
経
口
妊
娠
中
絶
薬
の
運

用
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
─
研

修
を
行
う
に
あ
た
っ
て

（
仮
）
」
（
石
谷
健
医
療
法
人

社
団
こ
う
か
ん
会
日
本
鋼
管

病
院
産
婦
人
科
部
長
／
日
本

産
婦
人
科
医
会
常
務
理
事
）

②
「
経
口
妊
娠
中
絶
薬
の
適

切
な
使
用
体
制
の
あ
り
方
等

に
関
す
る
研
究（
厚
労
科
研
）

の
報
告
（
仮
）」（
林
昌
子
日

本
医
科
大
学
多
摩
永
山
病
院

女
性
診
療
科
・
産
科
准
教
授

／
日
本
産
婦
人
科
医
会
常
務

理
事
）

（
２
）
「
医
賠
責
事
例
か
ら
学

ぶ
人
工
妊
娠
中
絶
の
留
意
点

と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
仮
）
」
（
平
田
善
康
日
本
医

師
会
医
師
賠
償
責
任
保
険
調

査
委
員
会
委
員
／
日
本
産
婦

人
科
医
会
常
務
理
事
）

（
３
）「
母
子
保
健
行
政
を
中

心
と
し
た
指
定
発
言
（
妊
産

婦
へ
の
伴
走
型
相
談
支
援
や

妊
婦
健
診
を
含
む
）
（
仮
）」

（
田
中
彰
子
こ
ど
も
家
庭
庁

成
育
局
母
子
保
健
課
長
）

・
討
議

◆
研
修
証
明
（
単
位
の
取

得
）
：
日
本
医
師
会
生
涯
教

育
制
度
２
・
５
単
位
、
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
２
単
位
、

日
本
産
婦
人
科
医
会
１
単
位
。

※
た
だ
し
、
遅
刻
や
途
中
退

席
さ
れ
た
場
合
に
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
健
康
医
療
第
二
課
〔
　

03
─

３
９
４
２
─

８
１
８
１

（
直
）〕

大
阪
府
医
師
会
は
本
年
３

月
に
２
日
間
に
わ
た
っ
て
読

売
テ
レ
ビ
本
社
で
行
わ
れ
た

「
子
育
て
応
援
団
す
こ
や
か

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
に
ブ
ー
ス

を
出
展
し
た
。

同
社
で
は
、
令
和
７
年
３

月
に
サ
ス
テ
ナ
強
化
月
間

「
ｙ
ｔ
ｖ
サ
ス
テ
ナ
Ｂ
ｌ
ｏ

ｏ
ｍ
（
ブ
ル
ー
ム
）
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
。
複
数
の

番
組
と
連
携
し
、
様
々
な
社

会
課
題
に
取
り
組
む
イ
ベ
ン

ト
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
展
開

子
育
て
世
代
を
医
療
の
立
場
か
ら
サ
ポ
ー
ト

読
売
テ
レ
ビ「
子
育
て
応
援
団
す
こ
や

か
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」に
医
師
会
ブ
ー
ス

を
出
展
し
医
療
相
談
な
ど
を
実
施

―
大
阪
府
医
師
会
―

は
次
の
と
お
り
。

●

医
師
に
よ
る
健
康
相
談

小
児
科
を
始
め
内
科
・
産

婦
人
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
眼

科
・
皮
膚
科
・
精
神
科
な
ど
、

お
子
さ
ん
や
親
御
さ
ん
の
健

康
上
の
相
談
に
対
応
。
約
50

件
に
応
じ
た
。
特
に
、
子
ど

も
の
発
育
に
関
す
る
相
談
が

多
く
、
身
長
や
発
語
、
生
活

習
慣
な
ど
に
関
す
る
質
問
が

多
く
あ
っ
た
。

●

白
衣
試
着
体
験

１
０
０
セ
ン
チ
か
ら
１
７

０
セ
ン
チ
ま
で
の
白
衣
を
用

意
。
親
子
連
れ
が
白
衣
や
聴

診
器
な
ど
を
着
用
し
、
大
阪

府
医
師
会
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ら
っ
ふ
ぃ
～
」
の
パ
ネ

ル
と
と
も
に
撮
影
。
白
衣
の

順
番
を
待
つ
姿
が
後
を
絶
た

な
か
っ
た
。

●

大
阪
府
医
師
会
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ら
っ
ふ
ぃ
～
」

グ
ッ
ズ
の
配
布

らっふぃ～

当
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
ノ

ベ
ル
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
を
作

成
。
ら
っ
ふ
ぃ
～
の
顔
が
大

き
く
描
か
れ
た
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
は
、
予
定
し
て
い
た
３
０

０
個
が
終
了
時
間
を
待
た
ず

に
全
て
配
布
済
み
と
な
っ

た
。

さ
ら
に
、
ら
っ
ふ
ぃ
～
の

ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
た
カ
ラ

フ
ル
な
風
船
は
、
子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
。
好
き
な
色
を

リ
ク
エ
ス
ト
す
る
子
ど
も
た

ち
も
多
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
ら
っ
ふ
ぃ
～
の
ス

タ
ン
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
楽

し
そ
う
に
押
印
す
る
様
子
が

見
ら
れ
た
。

●

健
康
啓
発
資
料
の
提
供

日
本
医
師
会
や
日
本
小
児

科
医
会
な
ど
が
制
作
し
た
動

画
や
、
大
阪
府
医
師
会
を
紹

介
す
る
動
画
を
終
日
モ
ニ
タ

ー
で
上
映
。
ま
た
、
小
さ
な

お
子
さ
ん
が
い
る
方
に
役
立

つ
チ
ラ
シ
な
ど
を
、
ら
っ
ふ

ぃ
～
の
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て

配
布
し
た
。

当
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
阪

本
栄
大
阪
府
医
師
会
副
会
長

は
、
「
多
く
の
方
の
来
場
が

見
込
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
ブ

ー
ス
を
出
展
す
る
こ
と
は
、

直
接
多
く
の
地
域
住
民
と
触

れ
合
え
る
非
常
に
貴
重
な
チ

ャ
ン
ス
。
広
く
医
師
会
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
今
後
も
メ
デ
ィ
ア
と

連
携
し
た
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
」
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
宮
川
松
剛
大
阪
府

医
師
会
副
会
長
は
、
「
白
衣

を
試
着
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
医
師
や
医
療
に
関
心
を

持
っ
て
く
れ
る
と
大
変
う
れ

し
い
。
こ
の
経
験
が
、
医
療

分
野
で
働
き
た
い
と
い
う
夢

に
つ
な
が
り
、
将
来
の
医
療

界
を
支
え
る
人
材
が
一
人
で

も
増
え
て
ほ
し
い
」
と
希
望

を
語
っ
た
。

し
て
き
た
。

今
回
は
そ
の
一
環
と
し

て
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
イ
ベ
ン
ト

が
企
画
さ
れ
、
会
場
内
は

様
々
な
企
業
・
団
体
の
ブ
ー

ス
で
賑
わ
っ
た
。

大
阪
府
医
師
会
が
ブ
ー
ス

を
構
え
た
「
お
医
者
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
！
　

す
こ
や
か
★

健
康
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
大
阪

府
医
師
会
役
員
の
他
広
報
委

員
会
委
員
、
大
阪
市
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児
科
専

攻
医
ら
が
、
そ
れ

ぞ
れ
普
段
の
診
察

時
に
着
用
し
て
い

る
白
衣
で
対
応
。

健
康
相
談
窓
口
や

白
衣
試
着
体
験
な

ど
を
通
じ
て
、
医

師
や
医
療
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
医
師

会
活
動
へ
の
理
解

を
促
し
た
。

両
日
合
わ
せ
て

約
４
０
０
人
の
来

場
者
が
ブ
ー
ス
を

訪
れ
た
。

主
な
出
展
内
容

→ 日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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訃
　
報

■
土
屋
　
隆
氏
（
元
長
野
県

医
師
会
常
務
理
事
／
元
日
本

医
師
会
常
任
理
事
）

８
月
28
日
死
去
、
89
歳
。

医
療
法
人
輝
山
会
の
葬
儀
が

10
月
11
日
に
長
野
県
飯
田
市

内
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主

は
輝
山
会
理
事
長
、
土
屋
公

威
様
。

氏
は
昭
和
11
年
生
ま
れ
。

昭
和
37
年
名
古
屋
市
立
大
学

医
学
部
卒
業
。
昭
和
49
年
輝

山
会
記
念
病
院
理
事
長
・
院

長
。平

成
６
年
４
月
か
ら
平
成

10
年
３
月
ま
で
長
野
県
医
師

会
理
事
を
２
期
、
平
成
10
年

４
月
か
ら
平
成
16
年
４
月
ま

で
同
県
医
師
会
常
務
理
事
を

４
期
、
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
。

ま
た
、
平
成
16
年
４
月
か

ら
平
成
18
年
３
月
ま
で
日
本

医
師
会
常
任
理
事
を
務
め

た
。

Oshika T. Artificial Intelligence Applications in Ophthalmology. 
JMA J. 2025;8(1):66-75.

〔大鹿 哲郎「眼科領域における人工知能（AI）の応用」〕

Ooka T. The Era of Preemptive Medicine: Developing Medical 
Digital Twins through Omics, IoT, and AI Integration. JMA J. 
2025;8(1):1-10.

〔大岡 忠生「先制医療の時代：オミックス、IoT、AIを統合した医療デジタルツ
インの開発」〕

Hirata Y, Kusunose K. AI in Echocardiography: State-of-the-art 
Automated Measurement Techniques and Clinical Applications. 
JMA J. 2025;8(1):141-150.

〔平田 有紀奈，他「心エコー検査におけるAI：最先端の自動計測技術と臨床への応用」〕

Sugiyama T, Sugimori H, Tang M, Fujimura M. Artificial Intelligence 
for Patient Safety and Surgical Education in Neurosurgery. JMA J. 
2025;8(1):76-85.

〔杉山 拓，他「脳神経外科における患者の安全と外科研修のためのAI」〕

Komatsu M , Teraya N , Natsume T, Harada N , Takeda K , 
Hamamoto R. Clinical Application of Artificial Intelligence in 
Ultrasound Imaging for Oncology. JMA J. 2025;8(1):18-25.

〔小松 正明，他「腫瘍領域の超音波画像診断におけるAIの臨床応用」〕

Arakaki S, Takenaka S, Sasaki K, Kitaguchi D, Hasegawa H, 
Takeshita N, Takatsuki M, Ito M. Art ificial Intell igence in 
Minimally Invasive Surgery: Current State and Future Challenges. 
JMA J. 2025;8(1):86-90.

〔新垣 慎太郎，他「低侵襲手術におけるAI：現状と今後の課題」〕

　医学AIに関する特集論文は、右記のQRコードまたは以下のURLより、全文無料
でお読みいただけます。
https://www.jmaj.jp/static.php?d=aiinmedicine&c=news

　医学AIに関する最新の知見を今後の研究や診療にお役立てい
ただくとともに、関連する研究を行う際には、ぜひ引用文献として
ご活用ください。

最新情報はこちら

▲

https://www.jmaj.jp
論文投稿はこちら

▲

https://mc.manuscriptcentral.com/jmaj
問い合わせ先： JMA Journal Support Office

▲

admin@jmaj.jp
 日本医師会国際課 JMAジャーナル編集室

▲

jmaintl@po.med.or.jp

　英文誌『JMA Journal』は、日本医師会が日本医学会との協力で発行してい
るオープンアクセスの総合医学雑誌です。現在、“Artificial Intelligence in 
Medicine”と題し、医学における人工知能（AI）の活用をテーマとした特集を実
施しており、医学AIに関する研究者の皆様からの投稿も広く募集しています。
　これまでに約60篇の医学AI関連論文を掲載していますが、今回は各領域の
エキスパートに執筆いただいたInvited Reviewの中から、被引用数の多い６篇
をご紹介します。

医学AI研究の最前線─JMA Journal掲載論文から

“Artificial Intelligence 
in Medicine”
特集はこちら↑

ア
ジ
ア
大
洋
州
医
師
会
連

合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
）
総
会
が

松本会長、池端副会長、濵口常任理事

アジア大洋州医師会連合
     （CMAAO）ソウル総会に出席

９
月
２
日
か

ら
４
日
ま
で

の
３
日
間
、

ソ
ウ
ル
（
韓

国
）
で
開
催

さ
れ
た
。

日
本
医
師

会
か
ら
は
松
本
吉
郎
会
長

（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
理
事
）
、
池
端

幸
彦
副
会
長
、
濵
口
欣
也
常

任
理
事
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
事
務

総
長
）
、
村
田
真
一
参
与
（
Ｃ

Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
法
律
顧
問
）
が
出

席
。
全
体
の
参
加
者
は
16
加

盟
医
師
会
中
11
医
師
会
と
世

界
医
師
会
か
ら
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
を
含
め
、
約
70
名
で
あ

っ
た
。

１
日
目
の
理
事
会
で
は
、

濵
口
常
任
理
事
が
事
務
総
長

と
し
て
報
告
を
行
っ
た
他
、

２
０
２
６
年
度
以
降
の
予
算

に
関
し
、「
会
員
の
維
持
」「
毎

年
の
総
会
の
開
催
」
「
代
表

者
の
総
会
へ
の
参
加
」
と
い

う
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
の
優
先
事
項

に
対
し
重
点
的
に
予
算
を
配

分
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
承

認
さ
れ
た
。

総
会
式
典
は
、
濵
口
事
務

総
長
の
進
行
の
下
、
韓
国
医

師
会
テ
ウ
ク
・
キ
ム
会
長
の

歓
迎
あ
い
さ
つ
の
他
、
ウ
ン

ギ
ョ
ン
・
チ
ョ
ン
韓
国
保
健

福
祉
部
長
官
か
ら
の
祝
辞

（
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
が

披
露
さ
れ
た
。

ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
医
師
会

ア
ニ
ル
・
ビ
ク
ラ
ム
・
カ
ル

キ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
第
42
代
会
長

が
１
年
間
の
報
告
を
行
い
、

韓
国
医
師
会
キ
ム
会
長
が
第

43
代
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
会
長
（
２

０
２
６
─
２
０
２
７
年
）
に

就
任
し
、
就
任
演
説
を
行
っ

た
。メ

ン
バ
ー
医
師
会
レ
ポ
ー

ト
で
は
、
各
医
師
会
の
１
年

間
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ

た
。日

本
か
ら
は
池
端
副
会
長

が
、
第
３
次
松
本
執
行
部
の

重
点
政
策
（
組
織
強
化
と
関

係
団
体
と
の
連
携
強
化
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
堅
持
、
広

報
戦
略
の
充
実
、
中
長
期
的

な
展
望
へ
の
対
応
、
法
改
正

に
対
す
る
取
り
組
み
）や「
令

和
８
年
熊
本
地
震
」
に
お
け

る
対
応
を
紹
介
し
た
。

２
日
目
は
「
医
療
に
お
け

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
武
見
太
郎
記
念
講

演
と
各
医
師
会
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
た
。

日
本
か
ら
は
濵
口
常
任
理

事
が
、
日
本
の
医
師
に
関
す

る
制
度
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
の
概

念
整
理
、
日
本
に
お
け
る
具

CMAAO執行部と

質疑に応じる濵口常任理事

講演する池端副会長

体
的
な
仕
組
み
（
専
門
医
制

度
、
母
体
保
護
法
指
定
医
師

制
度
、
医
療
事
故
調
査
制

度
）、
自
律
性
を
支
え
る
日

本
医
師
会
の
取
り
組
み
、
自

律
性
に
影
響
を
与
え
る
変
化

と
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

３
日
目
の
総
会
で
は
、
韓

国
医
師
会
か
ら
起
草
さ
れ
た

「
医
療
に
お
け
る
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ト
ノ
ミ

ー
に
関
す
る
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
ソ

ウ
ル
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
。
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長崎県
長崎県医師会報
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東
京
─
長
崎
　
車
窓
の
旅

	

牟
田
　
幹
久

真
っ
青
な
空
の
下
で
富
士

山
の
ふ
も
と
を
走
り
抜
け
る

新
幹
線
。
１
９
６
４
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
録
映

画
に
あ
っ
た
シ
ー
ン
を
見
た

く
て
、
い
つ
か
東
海
道
新
幹

線
に
乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
飛
行
機
ば
か
り

利
用
す
る
の
で
な
か
な
か
そ

の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
、
剣
道
大

会
が
藤
枝
市
で
開
催
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
飛
行
機
で
上
京

し
、
そ
こ
か
ら
念
願
の
東
海

道
新
幹
線
に
乗
る
機
会
を
得

た
。
大
会
後
は
東
京
に
戻
ら

ず
、
新
幹
線
を
使
っ
て
博
多

ま
で
来
て
一
泊
し
、
翌
朝
長

崎
に
戻
っ
て
き
た
。
２
泊
３

日
で
あ
る
が
、
念
願
の
新
幹

線
を
使
っ
た
東
京
─
長
崎
間

の
旅
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。小

田
原
ま
で
は
都
会
の
ビ

ル
の
中
を
走
る
。
小
田
原
駅

を
過
ぎ
る
と
ト
ン
ネ
ル
の

中
。
「
今
、
天
下
の
険
の
箱

根
の
山
の
下
を
通
っ
て
い

る
。
こ
こ
を
過
ぎ
る
と
富
士

山
か
」
と
思
う
と
、
何
の
景
色

も
無
い
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
あ

る
が
、
心
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

だ
が
、
そ
こ
で
ふ
と
「
新

幹
線
に
乗
っ
て
い
て
は
富
士

山
の
ふ
も
と
を
走
る
新
幹
線

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
は
」
と
気
付
い
て
し
ま
っ

た
。
「
ま
、
で
も
車
窓
か
ら

富
士
山
が
見
え
る
だ
け
で

も
」
と
思
い
直
し
、
新
富
士

駅
に
近
付
く
頃
に
は
興
奮
は

最
高
潮
に
達
し
た
が
、
ど
こ

を
見
て
も
富
士
山
ら
し
き
も

の
が
見
え
な
い
。
そ
う
、
そ

の
日
、
関
東
は
雹

ひ
ょ
う

が
降
り
、

飛
行
機
も
上
空
で
待
機
さ
せ

ら
れ
る
ほ
ど
の
悪
天
候
。
富

士
山
も
山
頂
は
雲
の
中
で
、

裾
野
す
ら
よ
く
分
か
ら
な
い

ま
ま
、
あ
っ
と
い
う
間
に
静

岡
駅
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
か
ら
普
通
電
車
に
乗
り

換
え
藤
枝
ま
で
行
っ
た
が
、

富
士
山
を
見
る
こ
と
は
全
く

で
き
な
か
っ
た
。
シ
ョ
ッ
ク

で
あ
っ
た
。

翌
日
は
、
藤
枝
か
ら
掛
川

ま
で
普
通
電
車
に
乗
り
、
そ

こ
か
ら
新
幹
線
に
乗
り
換
え

て
博
多
ま
で
来
た
。
富
士
山

を
見
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か

っ
た
が
、
「
越
す
に
越
さ
れ

ぬ
大
井
川
」
「
浜
名
湖
」
「
関

ケ
原
」
「
京
都
東
寺
の
五
重

塔
」
と
東
海
道
の
名
所
を
車

窓
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。
大
阪
を
過
ぎ
る
と
ト
ン

ネ
ル
ば
か
り
で
あ
る
。
楽
し

み
は
、
広
島
駅
の
野
球
場
く

宮城県
石巻市医師会報
NO.334より

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
雑
感

	

佐
藤
　
保
生

私
は
３
年
前
か
ら
石
巻
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
の
先
生

に
勧
め
ら
れ
、
深
く
考
え
ず

に
始
め
ま
し
た
。

最
初
の
年
、
や
っ
て
み
た

ら
大
変
で
し
た
。
足
が
地
に

つ
か
な
い
と
い
う
か
、
と
に

か
く
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
、

ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
穴
が
あ
れ
ば
入
り
た

い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
入
る

べ
き
穴
も
な
く
立
ち
往
生
で

し
た
。
参
加
者
の
主
力
は
中

学
生
、
高
校
生
で
し
た
。
ピ

ア
ノ
も
ス
ポ
ー
ツ
と
似
た
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、
若
い
人
の

方
が
う
ま
い
の
で
す
。
で
す

か
ら
一
応
混
ぜ
て
も
ら
っ
て

い
る
と
い
う
形
に
な
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
年
寄
り
に
は

年
寄
り
の
役
割
が
あ
っ
て
、

そ
れ
な
り
の
影
響
力
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
そ
の
話
を
し
ま

す
。コ

ン
ク
ー
ル
は
発
表
会
と

は
違
っ
て
、
競
技
会
で
す
か

ら
暗
譜
が
当
た
り
前
で
す
。

こ
の
暗
譜
力
が
、
年
を
取
る

と
低
下
し
ま
す
。
最
初
の
年

の
私
の
失
敗
は
、
暗
譜
の
崩

れ
で
始
ま
り
ま
し
た
。
審
査

員
の
講
評
に
も
、
「
良
い
演

奏
だ
っ
た
の
に
、
暗
譜
の
ミ

ス
が
と
て
も
残
念
で
す
」
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
30
歳

以
上
で
参
加
し
た
の
は
私
一

人
だ
っ
た
の
で
、
高
齢
者
の

暗
譜
力
の
問
題
が
目
立
ち
ま

し
た
。
主
催
者
の
先
生
た
ち

も
、
さ
す
が
に
気
の
毒
に
思

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
翌
年
か

ら
高
齢
者
は
楽
譜
を
見
て
弾

い
て
も
良
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ピ
ア
ノ
は
見
か
け
以
上
に

体
力
を
使
い
ま
す
。
若
い
人

に
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
を
取
る
と
低
血
糖
に
演
奏

が
妨
げ
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

指
が
震
え
た
り
、
変
な
動
き

を
し
た
り
し
ま
す
。
10
年
程

新潟県
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風
を
ま
と
い
駆
け
る

	

清
野
　
　
智

響
き
の
良
い
タ
イ
ト
ル
を

考
え
て
み
た
結
果
、
何
に
つ

い
て
語
り
た
い
の
か
分
か
り

づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
風
を
ま
と
っ
て
駆
け

る
＝
オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
勧
め

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

車
社
会
の
新
潟
県
で
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
マ
イ
カ
ー

を
所
有
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
あ
え
て
屋
根
の
無
い

車
を
選
ぶ
と
い
う
人
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
か
く
い
う

私
も
、
あ
の
日
の
オ
ー
プ
ン

カ
ー
と
の
出
会
い
ま
で
は
、

全
く
の
食
わ
ず
嫌
い
状
態
で

し
た
。
車
の
性
質
上
、
避
け

て
は
通
れ
な
い
「
運
転
手
が

丸
見
え
、
目
立
つ
」
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
の
ハ
ー
ド

ル
・
抵
抗
感
が
強
く
、
「
目

立
ち
た
が
り
屋
が
乗
る
も

の
」
「
乗
り
手
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
も
要
求
さ
れ
る
も
の
」「
恥

ず
か
し
い
」
と
い
っ
た
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
、
当
時
の
自
分

に
と
っ
て
は
魅
力
を
感
じ
な

い
ど
こ
ろ
か
興
味
す
ら
な
か

っ
た
と
断
言
で
き
ま
す
。
そ

ん
な
自
分
が
、
今
や
生
活
必

需
品
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
く
ら
い
、
オ
ー
プ
ン
カ

ー
の
と
り
こ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
魅
力
や
愛
す
べ
き

欠
点
に
つ
い
て
い
く
つ
か
語

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
屋
根
を
捨
て
、
空
と
つ

な
が
る

オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
最
大
の

魅
力
は
、
何
と
言
っ
て
も
そ

の
解
放
感
に
あ
り
ま
す
。
閉

め
て
い
た
帆
を
開
け
た
瞬
間

に
訪
れ
る
柔
ら
か
な
日
差

し
、
心
地
良
く
ま
と
う
風
、

そ
の
土
地
・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

特
有
の
香
り
は
、
得
も
言
え

ぬ
高
揚
感
と
解
放
感
を
も
た

ら
し
ま
す
。
こ
の
圧
倒
的
な

体
験
の
前
で
は
前
述
し
た

「
目
立
つ
」
「
恥
ず
か
し
い
」

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ

ー
ジ
が
い
か
に
取
る
に
足
ら

な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
誰

ら
い
で
あ
っ
た
。

二
つ
の
新
幹
線
に
乗
っ
て

気
付
い
た
が
東
海
道
新
幹
線

の
ホ
ー
ム
の
看
板
は
下
に
オ

レ
ン
ジ
色
の
ラ
イ
ン
。
山
陽

新
幹
線
の
看
板
は
ブ
ル
ー
の

帯
で
あ
る
。
で
は
、
西
九
州

新
幹
線
は
と
看
板
を
見
た
ら

何
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

次
、
九
州
新
幹
線
に
乗
る
時

に
看
板
を
見
て
み
よ
う
。

今
回
、
富
士
山
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
、
「
も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
な
さ
い
」
と
の
暗
示
で

あ
ろ
う
。
次
は
、
７
時
間
か

け
て
一
気
に
東
京
─
長
崎
間

を
移
動
し
て
み
た
い
。
そ
の

話
を
し
た
ら
、
友
人
か
ら
「
ハ

ワ
イ
に
行
け
る
よ
」
と
笑
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。

前
に
、
こ
の
現
象
に
気
付
き

ま
し
た
の
で
、
演
奏
の
前
に

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
て
い

ま
す
。

昨
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

中
学
生
の
演
奏
を
１
時
間
ほ

ど
緊
張
し
て
聴
い
た
後
の
演

奏
で
し
た
。
６
合
目
ま
で
は

無
難
に
進
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
後
半
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
ミ

ス
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。後
半
に
始
ま
っ
た
た
め
、

ミ
ス
の
原
因
は
疲
労
だ
と
思

い
ま
し
た
。
人
の
演
奏
を
は

ら
は
ら
し
な
が
ら
聴
い
て
い

る
の
は
、
か
な
り
疲
れ
る
の

で
す
。
先
生
に
報
告
し
た
ら

耳
栓
を
し
て
眠
っ
て
い
る
人

も
い
ま
す
と
言
わ
れ
ま
し

た
。事

程
左
様
に
若
い
人
の
中

で
競
う
の
は
楽
で
は
な
い
の

で
す
。
そ
の
こ
と
が
主
催
者

に
伝
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
昨
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
か

ら
50
歳
以
上
を
対
象
と
す
る

コ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

恐
ら
く
参
加
者
は
私
一
人
で

し
ょ
う
か
ら
、
優
勝
す
る
の

で
は
と
期
待
が
膨
ら
み
ま
し

た
。
張
り
切
っ
て
出
ま
し
た

が
、
50
代
の
女
性
が
一
人
参

加
し
、
複
数
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
70
代
後
半
の
老

人
が
、
鞭む

ち

打
っ
て
出
て
い
る

こ
と
が
、
主
催
者
の
同
情
を

誘
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
高
齢
者
は

暗
譜
な
し
で
も
参
加
で
き
る

こ
と
、
50
代
以
上
の
部
門
が

で
き
た
こ
と
の
二
つ
の
変
革

に
よ
り
、
高
齢
者
で
も
参
加

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
今

後
の
老
人
パ
ワ
ー
の
展
開
が

楽
し
み
で
す
。

も
が
実
感
す
る
は
ず
で
す
。

「
単
な
る
移
動
手
段
だ
っ
た

車
」
が
、
屋
根
を
捨
て
風
・

光
・
香
り
を
ま
と
う
こ
と
で

意
の
ま
ま
に
操
れ
る
自
分
専

用
の
貸
し
切
り
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
代
わ
り
、
「
目
的
地

ま
で
の
退
屈
な
移
動
時
間
」

だ
っ
た
時
間
が
旅
の
目
的
、

通
勤
の
楽
し
み
に
変
わ
る
は

ず
で
す
。

２
．
日
本
の
四
季
と
オ
ー
プ

ン
カ
ー

オ
ー
プ
ン
走
行
が
最
も
快

適
で
楽
し
い
季
節
は
言
わ
ず

も
が
な
春
と
秋
で
す
が
、
個

人
的
に
同
じ
く
ら
い
好
き
な

の
は
冬
の
オ
ー
プ
ン
走
行
で

す
。
真
冬
の
新
潟
を
屋
根
全

開
で
走
っ
て
い
る
人
を
見
た

ら
、
お
そ
ら
く
大
半
の
方
が

「
き
〇
が
い
」
と
思
う
で
し

ょ
う
が
、
実
は
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
傍
か
ら
見
た
ら

寒
そ
う
に
見
え
る
運
転
手

は
、
実
際
は
「
露
天
風
呂
状

態
」
に
あ
る
の
で
す
。
シ
ー

ト
ヒ
ー
タ
ー
、
エ
ア
ス
カ
ー

フ
、
暖
房
の
車
内
循
環
＋
外

気
の
侵
入
の
軽
減
設
計
に
よ

り
運
転
手
は
頭
寒
足
熱
の
状

態
に
あ
り
、
ま
さ
に
露
天
風

呂
に
浸
か
っ
て
い
る
よ
う
な

状
態
で
運
転
が
で
き
ま
す
。

冬
の
澄
ん
だ
空
気
を
呼
吸
で

感
じ
な
が
ら
、
首
よ
り
下
は

ポ
カ
ポ
カ
と
い
う
至
福
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
新
潟
の
雪

景
色
を
堪
能
で
き
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
オ
ー
プ
ン

カ
ー
は
実
は
雨
の
日
も
帆
を

開
け
た
ま
ま
走
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
定
の
速
度
以
上

で
走
っ
て
い
る
限
り
は
運
転

席
と
助
手
席
が
雨
に
濡
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人

的
な
趣
向
も
入
る
か
も
で
す

が
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
は
帆
を

空
け
た
状
態
こ
そ
が
造
形
的

に
完
成
形
で
あ
る
他
、
走
行

性
能
や
乗
り
心
地
的
に
も
オ

ー
プ
ン
走
行
を
前
提
と
し
て

設
計
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
走
行
中
に
思
わ
ぬ
悪
天

候
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
帆
を

閉
め
ず
に
走
り
続
け
る
こ
と

こ
そ
が
オ
ー
プ
ン
カ
ー
ヘ
の

リ
ス
ペ
ク
ト
で
あ
る
と
信
じ

る
私
は
、
止
ま
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
い
（
止
ま
る
と
雨
を

受
け
る
）
旅
路
を
駆
け
抜
け

ま
す
。

オ
ー
プ
ン
カ
ー
食
わ
ず
嫌

い
な
方
、
興
味
は
あ
る
け
ど

あ
と
一
歩
が
踏
み
出
せ
て
い

な
い
方
、
恥
ず
か
し
く
あ
り

得
な
い
！

と
考
え
て
い
る

方
、
そ
の
先
入
観
も
、
ク
ル

マ
の
屋
根
も
思
い
切
っ
て
開

け
放
ち
、
日
常
に
新
し
い
景

色
と
彩
り
を
加
え
て
み
ま
せ

ん
か
？
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大学と地域をつなぐ            
新たな基盤

～久留米大学医師会設立の経緯と展望～
福岡県医師会外部理事／久留米大学病院長

野村政壽

大
学
医
師
会
設
立
へ
の

思
い令

和
８
年
４
月
１
日
、
一

般
社
団
法
人
久
留
米
大
学
医

師
会
を
設
立
し
、
同
年
６
月
、

福
岡
県
医
師
会
の
郡
市
医
師

会
と
し
て
正
式
に
承
認
さ
れ

た
。久

留
米
大
学
に
は
こ
れ
ま

で
大
学
医
師
会
が
無
く
、
大

学
に
勤
務
す
る
医
師
は
久
留

米
医
師
会
を
始
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
医
師
会
に
所
属
し

て
い
た
。

全
国
の
多
く
の
医
学
部
・

大
学
病
院
に
大
学
医
師
会
が

存
在
す
る
中
、
本
学
に
お
い

て
も
そ
の
必
要
性
は
以
前
か

ら
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
大

学
と
地
域
医
師
会
と
の
関

係
、
事
務
局
体
制
、
法
人
化
、

会
費
制
度
な
ど
、
整
理
す
べ

き
課
題
も
多
く
、
設
立
に
は

至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
、
設
立
に
踏
み
切
っ

た
背
景
に
は
、
大
学
病
院
を

取
り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変

化
が
あ
る
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
進
む
中
、
医
療
提
供
体
制

の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
、
新

た
な
地
域
医
療
構
想
で
は
、

大
学
病
院
本
院
が
担
う
「
医

育
及
び
広
域
診
療
機
能
」
が

明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

大
学
病
院
に
は
、
高
度
・
専

門
医
療
の
提
供
だ
け
で
な

く
、
卒
前
・
卒
後
教
育
、
医

師
派
遣
、
広
域
診
療
、
研
究

開
発
を
通
じ
て
、
地
域
全
体

の
医
療
を
支
え
る
役
割
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
医
師
の
働
き
方
改

革
、
人
材
不
足
、
診
療
科
偏

在
、
病
院
経
営
の
厳
し
さ
な

ど
に
よ
り
、
大
学
病
院
が
従

来
と
同
じ
方
法
で
そ
の
使
命

を
果
た
し
続
け
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
。
大
学
病
院
だ

け
で
課
題
を
抱
え
込
む
の
で

は
な
く
、
県
医
師
会
、
郡
市

医
師
会
、
行
政
、
地
域
医
療

機
関
と
協
力
し
、
地
域
全
体

で
医
療
を
支
え
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
接
点
と
な
る
組
織
が
大
学

医
師
会
で
あ
る
。

医
学
部
と
病
院
の
協
働

に
よ
り
実
現
し
た
設
立

久
留
米
大
学
医
師
会
の
会

長
に
は
、
医
学
部
長
で
あ
る

山
本
健
先
生
に
就
任
を
お
願

い
し
た
。
山
本
先
生
は
、
設

立
準
備
の
段
階
か
ら
本
会
の

趣
旨
に
深
い
理
解
を
示
し
て

く
だ
さ
り
、
法
人
設
立
や
学

内
調
整
を
始
め
、
多
大
な
協

力
を
い
た
だ
い
た
。

大
学
医
師
会
を
病
院
だ
け

の
組
織
と
せ
ず
、
医
学
部
長

を
会
長
と
し
て
医
学
部
と
大

学
病
院
が
協
働
す
る
体
制
と

し
た
こ
と
に
は
、
大
き
な
意

味
が
あ
る
。
医
学
教
育
は
、

学
生
教
育
、
卒
後
臨
床
研
修
、

専
門
医
教
育
、
生
涯
教
育
へ

と
連
続
す
る
も
の
で
あ
り
、

医
学
部
と
病
院
の
シ
ー
ム
レ

ス
な
連
携
な
く
し
て
、
そ
の

質
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。

医
学
生
は
、
臨
床
実
習
に

お
い
て
「Student 

Doctor

」

と
し
て
診
療
に
参
加
し
、
卒

業
後
は
研
修
医
、
専
攻
医
、

そ
し
て
専
門
医
へ
と
成
長
し

て
い
く
。
大
学
医
師
会
が
学

生
・
研
修
医
の
段
階
か
ら
医

師
会
活
動
や
地
域
医
療
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
医
学
教
育
と
地
域

医
療
を
結
び
付
け
る
新
た
な

教
育
基
盤
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

勤
務
医
部
会
で�

�

得
た
実
感

私
自
身
、
令
和
５
年
か
ら

福
岡
県
医
師
会
勤
務
医
部
会

に
所
属
し
、
勤
務
医
の
立
場

か
ら
医
師
会
活
動
に
関
わ
っ

て
き
た
。

令
和
６
年
１
月
に
は
、
勤

務
医
部
会
・
男
女
共
同
参
画

部
会
合
同
研
修
会
に
お
い

て
、
「
働
き
方
改
革
の
先
に

あ
る
未
来
を
創
造
し
よ
う
─

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に

─
」
と
題
し
、
若
手
医
師
に

向
け
て
講
演
す
る
機
会
を
得

た
。こ

の
講
演
を
構
想
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
久
留
米
大
学

医
学
部
同
窓
会
長
で
あ
り
、

日
本
医
師
会
長
を
務
め
ら
れ

た
横
倉
義
武
先
生
の
下
で
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
日
本
医
師

会
第
四
次
医
師
会
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
委
員
会
答
申
「『Society  

5.0

』
に
お
け
る
医
師
会
」

か
ら
、
多
く
の
示
唆
を
得
た
。

講
演
で
は
、
働
き
方
改
革

を
単
な
る
労
働
時
間
の
短
縮

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
医

師
の
健
康
を
守
り
、
地
域
医

療
を
持
続
さ
せ
、
さ
ら
に
研

究
・
教
育
の
質
を
高
め
る
た

め
の
契
機
と
し
て
考
え
る
必

さ
れ
て
こ
そ
、
大
学
病
院
の

医
育
機
能
と
地
域
医
療
へ
の

貢
献
は
両
立
す
る
。

し
か
し
、
医
師
の
働
き
方

改
革
や
診
療
科
・
地
域
間
の

医
師
偏
在
が
進
む
中
、
大
学

病
院
だ
け
で
人
材
育
成
と
医

師
派
遣
を
担
い
続
け
る
こ
と

に
は
限
界
が
あ
る
。

今
後
は
、
大
学
、
福
岡
県

医
師
会
、
久
留
米
医
師
会
、

行
政
、
地
域
医
療
機
関
が
、

医
師
の
育
成
・
確
保
・
配
置

を
共
通
の
課
題
と
し
て
捉

え
、
地
域
全
体
で
持
続
可
能

な
医
療
提
供
体
制
を
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
久
留

米
大
学
医
師
会
に
は
、
勤
務

医
の
声
を
集
約
し
て
地
域
医

療
構
想
や
医
療
政
策
へ
届
け

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
の

対
話
を
促
進
す
る
役
割
を
期

待
し
て
い
る
。

大
学
医
師
会
の
設
立
は
、

既
存
の
地
域
医
師
会
か
ら
離

れ
て
活
動
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
久
留
米
医
師
会
及
び
福

岡
県
医
師
会
と
の
連
携
を
一

層
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
久
留
米
医
師
会
に
は
、

設
立
準
備
の
段
階
か
ら
深
い

理
解
と
多
大
な
支
援
を
い
た

だ
い
た
。

今
後
は
、
病
病
・
病
診
連

携
、
医
師
派
遣
、
若
手
医
師

の
育
成
、
災
害
医
療
、
地
域

医
療
構
想
な
ど
の
分
野
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し

な
が
ら
協
働
を
進
め
て
い
き

た
い
。

医
療
は
、
一
つ
の
医
療
機

関
の
中
で
完
結
す
る
も
の
で

は
な
い
。
大
学
病
院
、
地
域

病
院
、
診
療
所
、
在
宅
医
療
、

介
護
が
有
機
的
に
つ
な
が
っ

て
こ
そ
、
住
民
の
生
活
を
支

え
る
「
面
と
し
て
の
医
療
」

が
成
立
す
る
。

久
留
米
大
学
医
師
会
は
、

ま
だ
歩
み
始
め
た
ば
か
り
で

あ
る
。
医
学
部
と
大
学
病
院

が
一
体
と
な
り
、
会
員
一
人

ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
大
学
と
地
域
、
学
生

と
医
師
、
若
手
と
先
輩
、
臨

床
と
政
策
を
結
ぶ
場
と
し
て

育
て
て
い
き
た
い
。そ
し
て
、

地
域
医
療
を
共
に
支
え
る
新

た
な
基
盤
と
し
て
、
そ
の
役

割
を
着
実
に
果
た
し
て
い
き

た
い
。

要
性
を
述
べ

た
。ま

た
、
医
師

会
は
行
政
と
医

療
現
場
を
つ
な

ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
で
あ

り
、
時
代
や
制

度
を
変
革
す
る

「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
エ
ン
ジ

ン
」
で
あ
る
べ

き
だ
と
訴
え

た
。さ

ら
に
、
Ａ

Ｉ
や
医
療
Ｄ
Ｘ

が
進
展
す
る

Society 
5.0

の
時
代
に
は
、
医
師
一
人
ひ

と
り
が
未
来
の
医
療
を
受
け

身
で
待
つ
の
で
は
な
く
、
自

ら
構
想
し
、
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し

た
。こ

の
活
動
を
通
じ
、
勤
務

医
、
と
り
わ
け
若
手
医
師
が

医
師
会
活
動
を
身
近
な
も
の

と
し
て
捉
え
、
自
ら
の
意
見

を
発
信
す
る
場
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
。

大
学
医
師
会
の
設
立
は
、

そ
の
思
い
を
具
体
的
な
組
織

と
し
て
形
に
す
る
取
り
組
み

で
も
あ
る
。

医
学
は
大
学
で
、�

�

医
療
は
地
域
で
学
ぶ

大
学
病
院
は
医
学
教
育
を

担
う
医
育
機
関
で
あ
る
。
し

か
し
、
大
学
病
院
で
経
験
す

る
医
療
は
、
高
度
急
性
期
・

専
門
医
療
に
偏
り
や
す
い
。

高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
急

性
期
疾
患
だ
け
で
な
く
、
慢

性
期
、
回
復
期
、
在
宅
医
療
、

介
護
と
の
連
携
ま
で
を
視
野

に
入
れ
、
患
者
の
生
活
を
支

え
る
医
療
を
学
ぶ
こ
と
が
重

要
と
な
る
。

私
は
、
「
医
学
は
大
学
で

学
び
、
医
療
は
地
域
、
そ
し

て
医
師
会
を
通
じ
て
学
ぶ
」

と
い
う
視
点
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

大
学
で
は
病
態
、
診
断
、

治
療
、
研
究
方
法
を
体
系
的

に
学
ぶ
。
一
方
、
地
域
で
は
、

患
者
の
生
活
背
景
、
家
族
、

就
労
、
介
護
、
社
会
制
度
を

含
め
て
医
療
を
考
え
る
。
両

者
を
往
還
す
る
こ
と
に
よ

り
、
疾
患
だ
け
で
な
く
「
人

を
診
る
」
医
師
が
育
つ
の
で

あ
る
。

大
学
医
師
会
は
、
学
生
、

研
修
医
、
若
手
医
師
が
早
期

か
ら
医
師
会
活
動
や
地
域
医

療
に
触
れ
る
入
口
と
な
る
。

診
療
報
酬
や
医
療
政
策
、
医

療
安
全
、
災
害
医
療
、
産
業

保
健
な
ど
、
専
門
診
療
だ
け

で
は
十
分
に
学
ぶ
こ
と
の
で

き
な
い
領
域
に
つ
い
て
、
理

解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し

た
い
。

地
域
医
療
を�

�

共
に
支
え
る

久
留
米
大
学
病
院
は
、
筑

後
地
域
を
中
心
に
広
域
の
高

度
・
専
門
医
療
を
担
う
と
と

も
に
、
多
く
の
関
連
医
療
機

関
へ
医
師
を
派
遣
し
て
き
た
。

医
師
派
遣
は
単
な
る
人
事

配
置
で
は
な
い
。
大
学
で
育

成
し
た
医
師
を
地
域
へ
送
り

出
し
、
地
域
で
培
わ
れ
た
臨

床
経
験
を
再
び
大
学
の
教

育
・
研
究
へ
還
元
す
る
循
環

で
あ
る
。
こ
の
循
環
が
維
持

令和6年1月 福岡県医師会勤務医部会・男女共同参画部会合同研修会

ご覧いただくとともに、新着
動画のチェック等に便利な
チャンネル登録もお願いいた
します。

公益社団法人 日本医師会
公式 YouTube
          チャンネル
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